
別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

社会福祉法人南陽恵和会

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

特別養護老人ホームこぶし荘

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

介護老人福祉施設

メ

ICT導入支援事業用

・ NDソフトウェア(株)ほのぼのNEXT

・アップル i p a d 4台

令和5年1月13日納品・初期設定

令和5年1月27日環境設定・操作説明

ル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

令和

リース(契約期間購入

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

5年

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名:ほのぼのNEXT

各棟(3棟)の介護職員が検温や介護記録で毎日数回使用。入居者

の検温したデータがタブレットに自動で記録されるので、w ifi環

境のあるエリアで送受信するだけでパソコンに取り込まれる。

看護師はバイタルを測定しその場で記録、医務室にて送受信しパソ

コンに取り込んでいる。

1月27日

利用者数

職員数

(常勤換算)

ケアパレット

Ⅱ6 名

今までは入居者の情報を一旦書類に記録し、業務が終わってからパ

ソコンに入力していたが、タブレット導入により、検温に関しては現

場での記録と事務所での入力の2回分の業務がなくなった。また、ケ

ース記録に関しても現場で入力できるため、より正確なデータを写真

付きで行えるため、時間短縮とともに確実な記録につながった。介護

現場で入居者の情報を確認できるため、そのまま入所者のケアにあた

ることができる。

記録業務時問の削減により、職員の負担軽減につながった。

業務効率化により、入居者ケアの時問が多く取れるようになった。

π名

(70.4 名)

年

4台分

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

タブレットでの記録方法をマスターする。

各棟でのオンライン面会に使用できるか検討する。

記録業務時間の削減により業務の見直しを進める。

月)

書

記

入
者



2 実施経過

令和5年1月13日

年月日

令和5年1月27日

令和5年2月3日

機器納品、ソフトインストール・初期設定

令和5年2月4日~

使用環境設定、第1回取扱説明会

運用開始

令和5年3月8日

実施内容

第2回取扱説明会

運用開始後の質疑応答

令和5年3月8日~

各部署での職員周知

令和5年3月

第3回取扱説明会

運用開始後の質疑応答

令和5年4月

変更点の周知

事務室職員

従事者

アンケート実施、評価

介護職員15

名、看護職員

1名他

操作方法の再確認

介護職員、看

護職員、事務

室職員

介護職員、看

護職員

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

介護職員、看

護職員、事務

室職員

介護職員、看

護職員

介護職員、看

護職員

介護職員、看

護職員



別記様式第7号

1 事業内容

事業者名

事

事業実績

業

介護サービスの種類

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

記

株式会社蘭企画

名

所属名

いずみケアセンター指定通所介護事業所

【事業所番号:0670102011】

職・氏名

事業完了日(導入日)

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

地域密着型通所介護事業所

日常生活総合事業・通所型サービス(現行相当)

メ

ICT導入支援事業用

ル

介舟ファミリークラウド標準機能パック

介舟ファミリー通所系記録「タブ録」

Apple 製 ipadAir wi・Fiモデル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

令和5年3月31日

導入効果

※導入によって得られた

効果に関するテータを客

観的な評価使用に基づき

示すこと(移動や書類の記

入など直接ケアに当たら

ない業務の時間が短縮さ

れた、職員闇の情報共有が

円滑になったなど)

(1西^1リース(契約期問
記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(介舟ファミリークラウド標準機能パック)

0タブレットから、ご利用者様のバイタル・健康状態・ご利用状況・

送迎時状況・送迎後状況・連絡帳作成までを一元管理できている。

0営業日に毎日利用している。

利用者数

職員数

(常勤換

算)

令和5年2月導入

令和5年2月導入

令和5年2月導入

35 名

今まで、独自書式による記録作成をしてきたが、タブレットによる

PCを使用しない状況での情報入力から、請求までの情報が連動し

ているため、自社独自書式からの書き写しが必要なく、相談員・介

護員の業務時間(残業等)軽減につながっている。また、不在職員

への情報一元化が以前よりわかりやすくなった。

9

(6.5)

年 月~ 年 月)

書

入
者



導入後の課題や次年度計

画の確認等

2 実施経過

新型コロナ対策の影響が大きく、事業に早期着手できなかった。ま

た、従業員の操作指導がまた追い付いていないところがある。

年

年月日

ノー、^

令和4年6月1日

~令和4年6月30日

月

年

令和5年2月1日

~令和 5年3月3 1日

月

日

日

令和5年2月3日

タブレット端末入力のための業者検討:選定

(介舟クラウド・ NDソフト・カイポケ等)

令和5年2月20日

実施内容

介舟ファミリークラウド標準機能パック導入後

のPC入カテスト・実働

令和5年2月1日

~令和 5年3月3 1日

Apple 製 ipadAirwi・Fiモデル発注日

令和5年2月1日

~令和 5年3月3 1日

介舟ファミリークラウド標準機能パック導入

タブ録の発注日

介舟ファミリー通所系記録「タブ録」導入後の

入力作業テスト・実働

従事者

ロロほか0名

Apple 製 ipadAirwi・Fiモデルでの、タブ録
入カテスト・実働

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

,



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

十和建設株式会社

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

グループホームこもれび

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

認知症高齢者共同生活介護

メ

ICT導入支援事業用

・ carepalette 一式購入

ル

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

N亙1^・リース(契約期問

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能

となっている介護ソフト名( Carepalette )

5年

利用者数

2月28日

職員数

(常勤換算)

18 名

14.6 名

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

・書類の転記作業の短縮により、入居者様との関わりの時問が多く

なり、より手厚い介護ができるようになった。

・転記書類の記入漏れが少なくなった。

月~ 年 月)

・まだ、全職員力斗丁ち込みできてないので、バイタル表から始めて

介護支援経過の記入迄進めていけれはと思います。

書

記
入
者



2 実施経過

令和4年5月1日

~令和4年6月30日

年月日

令和4年7月1日

~令和4年8月20日

令和4年9月1日

~令和4年9月30日

業務の状況分析

令和4年10月

~令和4年12月

機器の選定、計画の検討

令和5年1月

~令和5年2月

実施内容

実際に使用する職員への説明

令和5年3月

職員への教育、介護記録の見直し・内容の検討

令和5年3月~

ICT機器の発注~納品

事業実績報告書提出

従事者

全職員

検証及び見直し

全職員

全職員

全職員

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

全職員

管理者

全職員



別記様式第7号

1 事業内容

事業者名

事

事業実績

介護サ

業 所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

特定非営利活動法人あじさい

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

つつじの家

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

(介護予防)通所介護

メ

ICT導入支援事業用

歸己入例1・介護ソフト名一式購入

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

ほのぼのTALK十十一式購入

く亟》 リース(契約期間

令和 5年3月

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぽのNEXT )

当日勤務従事者間で業務開始から常時の情報の共有

利用者数

職員数

(常勤換算)

31日

36

12

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

無駄な移動時問の削減と、都度従事者ヘ一斉に情報の共有が可能とな

る事で、情報共有の円滑化・効率化が見られる。作業の重複や思い込

みが減るような事もあり、認識の統一やコミュニケーション・連携体

制も強化されている。

月~ 年

正式稼働時期が遅れ、課題・検証も現在進行形です。課題は、使用の

定着と推進。現在職種を絞り使用開始しているが、次年度は使用の定

着の推進と他職種へ使用範囲を広げていき他職種連携と業務効率化

に重点を置く。

月)

書

記
入
者



2 実施経過

2022年 H月1日

~2022年12月20日

年月日

2022年12月

~2023年1月

2023年1月16日

~2023年2月15日

23日

15日

ソフトウェアの発注・導入スケジューノレ打合せ

2023年2月15日

~2023年3月10日

ソフトウェアの構築・設定

2023年3月15日

~2023年3月20日

実施内容

ソフ"gの導入操作指導および試験運用

2023年3月22日~

2023年3月30日

試験運用に基づいた状況分析・問題点洗い出し

本稼働に向けた最終操作指導

正式稼働

従事者

正式稼働後の効果検証

管理者

管理者他2名

管理者他2名

管理者他2名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

管理者他5名

管理者
^

貝

介Z董.

管理者他2名



別記様式第7号

1 事業内容

事業者名

事業所名

事業実績

介護サービスの種類

所属名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

職・氏名

電話番号

株式会社UNK

メ

事業完了日(導入日)

デイドリームセンター笑顔のたね

ル

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

通所介護

ICT導入支援事業用

歸己入例】・介護ソフト名一式購入

令和4年12月にクラウドサービス『CARESPACE』を導入

使用状況

q吏用する業務

等)

令和 5年3月31日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(

日々の介護記録や職員間での情報共有が充実かつ円滑に行なう。

利用者数

職員数

(常勤換算)

(契約期間

20名

7名

R4年12月~令和 5年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

職員の業務、記録業務時問軽減と記録不備等が無くなり、事業所内法
人内・外との情報共有の充実化が図ることができ、業務全体が円滑に

なった。

3月)

提供票やケアプラン等の書類や実績報告も効率化を図るとともに、ペ
ーパーレスにも取り組んでいくこととする。

書

言
口

者



2 実施経過

年月日

R4年8月1日~

R4年8月10日~

R4年11月15日

R4年12月20日

事業所内外、居宅事業所、他サービス事業所

間の円滑な情報共有やぺーパーレス化に向け

て道入の検討する。

R4年12月20日

R5年3月31日ノ.、ーー

利用方法についてレクチャーを受ける

実施内容

見積書を確認する

サービス利用開始登録(契約)する

ケアマネジャーと介護事業所の情報共有を効

率化するクラウドサービスの活用

従事者

職員7名

職員7名

職員7名

職員7名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

職員7名



別記様式第7号

1 事業内容

事業者名

事業所名

事業実績

介護サービスの種類

所属名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

職・氏名

電話番号

株式会社UNK

メ

事業完了日(導入日)

デイドリームセンター笑顔のたね

ル

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

通所介護

ICT導入支援事業用

【記入例】・介護ソフト名一式購入

『CARESPACE』令和 4年12月導入

使用状況

q吏用する業務

等)

令和 5年3月31日

購入リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(

日々の介護記録や職員での情報共有を充実かつ円滑に行なう。

利用者数

職員数

(常勤換算)

25名

7名

R4年12月~令和5年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

職員の業務、介護記録の充実化や効率化により時間短縮も見込まれて

いる。情報共有も円滑になっている。

3月)

提供票やケアプラン等の書類や実績報告も効率化を図るとともに、ペ

ーパーレスにも取り組んでいくこととする。

書

言
口

者



2 実施経過

年月日

R4年8月1日

R4年8月10日~

R411月15日

R4年12月20日

事業所内外、居宅事業所、他サービス事業所

間の円滑な情報共有やぺーパーレス化に向け

て導入の検討をする。

R4年12月1日

R5年3月31日ノ.、.ー,

利用方法についてレクチャーを受ける。

実施内容

見積確認する

サービス利用開始(契約)する

ケアマネジャーと介護事業所の情報共有を効

率化するクラウドサービスの活用

従事者

職員7名

職員7名

職員7名

職員7名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

職員7名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

株式会社キュアドリーム

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

ヘルパーステーション風ぐるま

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

訪問介護

メ

ICT導入支援事業用

. carepalette home 一式1苛入

・ほのぼのNEXT個別援助計画システムー式購入

・スマートフォン、タブレット本体一式購入

ル

使用状況

q吏用する業務

等)

令和 5年3月

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

R再1^・リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名( curepalettehome )

訪問介護サービス実施記録毎回

利用者数

職員数

(常勤換算)

30日

67

10.1

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

ペーパーレスによって訪問介護員の手書きによる負担が軽減され

、-0

月~ 年 月)

申送りや指示をシステム活用で管理する。

書

記
入
者



2 実施経過

令和4年8月

年月日

令和4年8月

令和4年Ⅱ月

3日 ほのぼの NEXT (care palette home)選定

10日

令和4年Ⅱ月

システム選定に伴い通信端末をドコモタブレ

ツト 6 Pad minD、スマートフォン(aquos

Sense6 SH・54B)各 5 台に選定

11日

令和 5年12月

実施内容

ほのぼの NEXT (care palette home)
最終見積り

15日

令和 5年12月

ドコモタブレット(ipad minD、スマート

フォン(aquossense6 SH・54B)各 5 台

最終見積り

26日

令和 5年1月

ドコモ通信端末発注

28日

令和5年3月

ほのぼのNEXT 発注

17日

従事者

令和5年3月

2名

システム納品、設定作業

令和5年3月

9日

ぼか

通信端末タブレット(ipadminD 5 台、ス

マートフォン(aquossense6 SH・54B) 5 台納

品、設定作業

1名

ほか

10日 通信端末の設定作業

28日

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

システム操作説明
5名

ほか



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名

導入時期及

名

社会福祉法人やまがた市民福祉会

所属名

事業完了日(導入日)

とかみ共生苑短期入所生活介護事業所

【事業所番号:0670100619】

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

・機器名

び台数

短期入所生活介護事業所

メ

ICT導入支援事業用

施設内Wi・Fi設備令和5年3月工事完了導入

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

令和 5年3月 7日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

雉)ψ

使用頻度

意義・目的:職員の業務効率化と業務負担軽減

運用方法:施設内でWi・Fiを導入し、ノートパソコンの購入や介護機

器の導入により利用者、入居者の見守りの強化を図り、なおかつ職員

の業務を円滑に行う事により離職防止やストレス改善に取り組みた

し、

(契約期間ース

利用者数

職員数

(常勤換算)

20

10.2

年

・介護事故ψビング・食堂)について事故防止検討委員会にて作成

している事故内容を精査・評価し、発生件数を前年度比で年度末に評

価を行う。

・時間外の減少(介護ロボット導入後検証)

・酢職者の減少(介護ロボット導入後検証)

月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計画

の確認等

0導入後(翌年) 1年目

仕事内容の整理を行い、業務の効率化を図るとともに見守り強化をは

じめ利用者入居者の事故防止に努める。

02年目

業務の効率化や利用者の安全確保のための介護機器の検討を進める

ことで意識が変わり、離職防止や事故防止に効果がある。

03年目

介護機器を導入し、職員の離職防止に努めるとともに職員・利用者の

事故防止の効果が期待できる。

2 実施経過

年月日

4月~10月にかけて

10/4

介護機器等検討会において見守り等を行うためのセンサ

一等が検討された。しかし、通所・入居系では Wi-Fi 環境

が整っていないこと居室では無く食堂内での転倒が多いと

と、訪問系ではIT化が促進されていないことからパソニンの

更新及びポケットWi-Fi等の導入が検討された。

12/21

実施内容

ν12 (木)

Wi-Fi 環境やパソコンのスペック等の最終環境

実態調査を実施

2n ケ月

2/2 (木)

業者打ち合わせ

2n2 (田

2/16 (木)

ν12 (木)

従事者

2/17 (金)

配線工事作業 9 00~16

3/6 明)

配線工事作業 9

下見(最終現場調査)

3/フ(火)

配線工事作業 9 00~16

配線工事作業 9 00~16

配線工事作業 9

00~16

00

配線工事作業 9 00~16

00

配線工事作業 9 00~16

00

00~16

00

00

00

00



呂1信己様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

社会福祉法人やまがた市民福祉会

所属名

事業完了日(導入日)

とかみ共生苑デイサービスセンター

【事業所番号:0670100印1】

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

通所介護事業所(通常規模型)

メ

ICT導入支援事業用

施設内Wi・Fi設備令和5年3月工事完了導入

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

令和5年3月7日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

・リース(契約期間

使用頻度

意義・目的:職員の業務効率化と業務負担軽減

運用方法:施設内でWi・Fiを導入し、ノートパソコンの購入や介護機

器の導入により利用者、入居者の見守りの強化を図り、なおかつ職員

の業務を円滑に行う事により籬職防止やストレス改善に取り組みた

し、

利用者数

職員数

(常勤換算)

30

8.4

・介護事故ψビング・食堂)について事故防止検討委員会にて作成

している事故内容を精査・評価し、発生件数を前年度比で年度末に評

価を行う。

・時間外の減少(介護ロボット導入後検証)

・賊職者の減少(介護ロボット導入後検証)

年 月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計画

の確認等

0導入後(翌年) 1年目

仕事内容の整理を行い、業務の効率化を図るとともに見守り強化をは

じめ利用者入居者の事故防止に努める。

02年目

業務の効率化や利用者の安全確保のための介護機器の検討を進める

ことで意識が変わり、籬職防止や事故防止に効果がある。

03年目

介護機器を導入し、職員の離職防止に努めるとともに職員・利用者の

事故防止の効果が期待できる。

2 実施経過

年月日

4月~10月にかけて

10/4

介護機器等検討会において見守り等を行うためのセンサ

一等が検討された。しかし、通所・入居系ではⅧ一Fi環境

が整っていないこと居室では無く食堂内での転倒が多いと

と、訪問系では IT 化が促進されていないととからパソコン

の更新及びポケットWi-Fi等の導入が検討された。

12/21

実施内容

ν12 (木)

附一Fi 環境やパソコンのスペック等の最終環境

実態調査を実施

2杠け月

2/2 (木)

業者打ち合わせ

2/12 (日)

2/16 (木)

ν12 (木)

従事者

2/17 (金)

配線工事作業 9 00~16

3/6 (月)

配線工事作業 9 00~16

下見(最終現場調査)

3/フ(火)

配線工事作業 9 00~16

配線工事作業 9 00~16

配線工事作業 9 00~16

00

配線工事作業 9 00~16

00

配線工事作業 9 00~16

00

00

00

00

00



呂1信己様式第 7 号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

社会福祉法人やまがた市民福祉会

所属名

事業完了日(導入日)

とかみ共生苑デイサービスセンター

【事業所番号:0670100601】

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

通所介護事業所(通常規模型)

メ

ICT導入支援事業用

施設内Wi・Fi設備令和5年3月工事完了導入

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

令和5年3月7日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

爾1》＼・リース(契約期間

使用頻度

意義・目的:職員の業務効率化と業務負担軽減

運用方法:施設内でWi・Fiを導入し、ノートパソコンの購入や介護機

器の導入により利用者、入居者の見守りの強化を図り、なおかつ職員

の業務を円滑に行う事により離職防止やストレス改善に取り組みた

し、

利用者数

職員数

(常勤換算)

30

8.4

・介護事故(りビング・食堂)について事故防止検討委員会にて作成

している事故内容を精査・評価し、発生件数を前年度比で年度末に評

価を行う。

・時間外の減少(介護ロボット導入後検証)

・籬職者の減少(介護ロボット導入後検証)

年 月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計画

の確認等

0導入後(翌年) 1年目

仕事内容の整理を行い、業務の効率化を図るとともに見守り強化をは

じめ利用者入居者の事故防止に努める。

02年目

業務の効率化や利用者の安全確保のための介護機器の検討を進める

ことで意識が変わり、離職防止や事故防止に効果がある。

03年目

介護機器を導入し、職員の離職防止に努めるとともに職員・利用者の

事故防止の効果が期待できる。

2 実施経過

年月日

4月~10月にかけて

10/4

介護機器等検討会において見守り等を行うためのセンサ

一等が検討された。しかし、通所・入居系では Wi-Fi 環境

が整っていないこと居室では無く食堂内での転倒が多いこ

と、訪問系では IT 化が促進されていないことからパソコン

の更新及びポケットWi-Fi等の導入が検討された。

12/21

実施内容

ν12 (木)

Wi-Fi 環境やパソコンのスペック等の最終環境

実態調査を実施

2n け月

2/2 (木)

業者打ち合わせ

2/12 (日)

2n6 (木)

ν12 (木)

従事者

2/17 (金)

配線工事作業 9 00~16

3/6 明)

配線工事作業 9

下見(最終現場調査)

3/フ(火)

配線工事作業 9 00~16

配線工事作業 9

配線工事作業

00~16

00

配線工事作業 9

00

配線工事作業 9 00~16

00~16

9

00

00~16

00

00~16

00

00

00



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

社会福祉法人やまがた市民福祉会

名

所属名

とかみ共生苑デイサービスセンター認知症対応型

【事業所番号円670100601】

事業完了日(導入日)

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

とかみ共生苑デイサービスセンター認知症対応型

メ

ICT導入支援事業用

施設内Wi・Fi設備令和5年3月工事完了導入

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和5年3月7日

導入効果

※導入によって得られた

効果に関するデータを客

観的な評価使用に基づき

示すとと(移動や書類の記

入など直接ケアに当たら

ない業務の時間が短縮さ

れた、職員間の情報共有が

円滑になったなど)

リース(契約期間翅)
意義・目的:職員の業務効率化と業務負担軽減

運用方法:施設内で Wi・Fiを導入し、ノートパソコンの購入や介護機

器の導入により利用者、入居者の見守りの強化を図り、なおかつ職員

の業務を円滑に行う事により籬職防止やストレス改善に取り組みた

し、

利用者数

職員数

(常勤換算)

15

・介護事故(りビング・食堂)について事故防止検討委員会にて作成

している事故内容を精査・評価し、発生件数を前年度比で年度末に評

価を行う。

・時間外の減少(介護ロボット導入後検証)

・籬職者の減少(介護ロボット導入後検証)

3.9

年 月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計

画の確認等

0導入後(翌年) 1年目

仕事内容の整理を行い、業務の効率化を図るとともに見守り強化をは

じめ利用者入居者の事故防止に努める。

02年目

業務の効率化や利用者の安全確保のための介護機器の検討を進めると

とで意識が変わり、籬職防止や事故防止に効果がある。

03年目

介護機器を導入し、職員の離職防止に努めるとともに職員・利用者の

事故防止の効果が期待できる。

2 実施経過

年月日

4月~10月にかけて

10/4

介護機器等検討会において見守り等を行うためのセンサ

一等が検討された。しかし、通所・入居系ではⅧ一Fi環境

が整っていないこと居室では無く食堂内での転倒が多いと

と、訪問系では IT 化が促進されていないととからパソコン

の更新及びポケットⅧ一Fi等の導入が検討された。

12/21

実施内容

ν12 (木)

附一Fi 環境やパソコンのスペック等の最終環境

実態調査を実施

2n ケ月

2/2 (木)

業者打ち合わせ

2/12 (日)

2/16 (木)

ν12 (木)

従事者

2/17 (金)

配線工事作業 9 00~16

3/6 御)

配線工事作業

下見(最終現場調査)

3/フ(火)

配線工事作業 9 00~16

配線工事作業 9 00~16

9

配線工事作業 9 00~16

00~16

00

配線工事作業 9

00

配線工事作業 9

00

00

00~16

00

00~16

00

00



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

社会福祉法人やまがた市民福祉会

名

所属名

とかみ共生苑ホームヘノレパーステーション

【事業所番号:0670100卵3】

事業完了日(導入日)

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

訪問介護事業所

メ

ICT導入支援事業用

施設内Wi・Fi設備令和5年3月工事完了導入

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和5年3月7日

導入効果

※導入によって得られた

効果に関するデータを客

観的な評価使用に基づき

示すこと(移動や書類の記

入など直接ケアに当たら

ない業務の時問が短縮さ

れた、職員間の情報共有が

円滑になったなど)

1趣^・リース(契釣期間
意義・目的:職員の業務効率化と業務負担軽減

運用方法:施設内で Wi・Fi を導入し、ノートパソコンの購入や介護機

器の導入により利用者、入居者の見守りの強化を図り、なおかつ職員

の業務を円滑に行う事により雜職防止やストレス改善に取り組みた

し、

利用者数

職員数

(常勤換算)
3.6

年

事務部にて、年休所得や介護休暇や育休産休取得等働く人制度活用や

時間外勤務時間の前年度比で年度末に評価を行う。ホームヘルパー会

議において検討を行い、サービス開発部会において決定して評価等を

実施する。

月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計

画の確認等

0導入後(翌年) 1年目

Wi・Fi環境に対応したパソコンの導入。パソコンの運用を円滑に行い、

業務の効率化と同時に職員の働き方の多様化に寄り添えるように準備

したい。

02年目

働き方の見直しを行い在宅勤務態勢について検討する。年休及び介護

休暇や育休産休取得強化に向け業務改善に取り組む。記録等の業務内

谷の改善

03年目

様々な働き方に対応した、在宅勤務態勢を擁立する。記録等の業務内

容の改善。年休及び介護休暇や育休産休取得前年度比増

2 実施経過

年月日

4月~10月にかけて

10/4

介護機器等検討会において見守り等を行うためのセンサ

一等が検討された。しかし、通所・入居系では Wi-Fi 環境

が整っていないこと居室では無く食堂内での転倒が多いと

と、訪問系では IT 化が促進されていないことからパソコン

の更新及びポケットⅧ一Fi等の導入が検討された。

12/21

実施内容

ν12 (木)

附一Fi 環境やパソコンのスペック等の最終環境

実態調査を実施

2n け拘

2/2 (木)

業者打ち合わせ

2/12 (日)

2/16 (木)

1/12 (木)

従事者

2/17 (金)

配線工事作業

3船明)

配線工事作業 9

下見(最終現場調査)

3/フ(火)

配線工事作業

PC納品作業

9

配線工事作業 9 00~16

00~16

配線工事作業 9

00~16

00

00

配線工事作業 9 00~16

00~16

00~12

00

配線工事作業 9

00

00

00~16

00

00

00~16

00

9
W



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

社会福祉法人やまがた市民福祉会

名

所属名

とかみ共生苑指定居宅介護支援事業

【事業所番号:060100023】

事業完了日(導入日)

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

居宅介護支援事業所

メ

ICT導入支援事業用

施設内Wi・Fi設備令和5年3月工事完了導入

ポケット Wi・Fi購入。ノートパソコン 3 台購入。

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和5年3月 7日

導入効果

※導入によって得られた

効果に関するデータを客

観的な評価使用に基づき

示すとと(移動や書類の記

入など直接ケアに当たら

ない業務の時間が短縮さ

れた、職員間の情報共有が

円滑になったなど)

リース(契約期間逆)
意義・目的:職員の業務効率化と業務負担軽減

運用方法:施設内で Wi・Fi環境の整備とノートパソコンを導入し、オ

ンライン会議等の対応や訪問先での円滑書類作成のためポケット

Wi・Fiを活用したい。籬職防止やストレス改善に取り組みたい。

利用者数

職員数

(常勤換算)
4.0

年

事務部にて、年休所得や介護休暇や育休産休取得等働く人制度活用や

時間外勤務時間の前年度比で年度末に評価を行う。居宅会議において

検討を行い、サービス開発部会において決定して評価等を実施する。

月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計

画の確認等

2 実施経過

0導入後(翌年) 1年目

パソコンの運用を円滑に行い、業務の効率化と同時に職員の働き方の

多様化に寄り添えるように準備したい。

02年目

時間外の5%削減

03年目

時間外の 10%削減

年月日

4月~10月にかけて

10/4

介護機器等検討会において見守り等を行うためのセンサ

一等が検討された。しかし、通所・入居系では Wi-Fi 環境

が整っていないこと居室では無く食堂内での転倒が多いこ

と、訪問系では IT 化が促進されていないことからパソコン

の更新及びポケットⅧ一Fi等の導入が検討された。

12/21

実施内容

ν12 (木)

Wi-Fi 環境やパソコンのスペック等の最終環境

実態調査を実施

2n ケ月

2/2 (木)

業者打ち合わせ

2/12 (田

2/16 (木)

1/12 (木)

従事者

2/17 (金)

配線工事作業 9 00~16

別6 (月)

配線工事作業 9

下見(最終現場調査)

3/フ(火)

配線工事作業

PC納品作業

配線工事作業 9 00~16

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成するとと。

配線工事作業 9 00~16

00~16

00

00

配線工事作業

00~16

00~12

00

配線工事作業

00

00

9

00

00~16

9

00

00~16

00

9
W



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

社会福祉法人やまがた市民福祉会

所属名

事業完了日(導入日)

特別養護老人ホームとかみ共生苑

【事業所番号:0670100775】

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

介護老人福祉施設

メ

ICT導入支援事業用

施設内Wi・Fi設備令和5年3月工事完了導入

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和5年3月7日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

鼬)ψ
意義・目的.職員の業務効率化と業務負担軽減

運用方法:施設内でWi・Fiを導入し、ノートパソコンの購入や介護機

器の導入により利用者、入居者の見守りの強化を図り、なおかつ職員

の業務を円滑に行う事により籬職防止やストレス改善に取り組みた

し、

(契約期間ース

利用者数

職員数

(常勤換算)

80

32.8

年

・介護事故(りビング・食堂)について事故防止検討委員会にて作成

している事故内容を精査・評価し、発生件数を前年度比で年度末に評

価を行う。

・時間外の減少(介護ロボット導入後検証)

・雛職者の減少(介護ロボット導入後検証)

月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計画

の確認等

0導入後(翌年) 1年目

仕事内容の整理を行い、業務の効率化を図るとともに見守り強化をは

じめ利用者入居者の事故防止に努める。

02年目

業務の効率化や利用者の安全確保のための介護機器の検討を進める

ととで意識が変わり、離職防止や事故防止に効果がある。

03年目

介護機器を導入し、職員の離職防止に努めるとともに職員・利用者の

事故防止の効果が期待できる。

2 実施経過

年月日

4月~10月にかけて

10/4

介護機器等検討会において見守り等を行うためのセンサ

一等が検討された。しかし、通所・入居系ではⅧ一Fi環境

が整っていないこと居室では無く食堂内での転倒が多いこ

と、訪問系では IT 化が促進されていないことからパソコン

の更新及びポケットWi-Fi等の導入が検討された。

12/21

実施内容

ν12 (木)

Wi-Fi 環境やパソコンのスペック等の最終環境

実態調査を実施

2/1 ケ月

2/2 (木)

業者打ち合わせ

2/12 (日)

2/16 (木)

ν12 (木)

従事者

2/17 (金)

配線工事作業 9

別6 明)

配線工事作業 9

下見(最終現場調査)

3/フ(火)

配線工事作業

PC納品作業

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

配線工事作業 9

00~16

配線工事作業 9

00~16

00

00

配線工事作業

00~16

00~12

00

配線工事作業 9 00~16

00~16

00

00

00~16

9

00

00~16

00

00

9
W



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

社会福祉法人ユトリア会

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

ユトリアケアセンターなりさわ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

地域密着型介護老人福祉施設

メ

ICT導入支援事業用

詣三入例】・介護ソフト名一式購入

無線アクセスポイント4台、スマートスイッチ2台

令和5年1月設置完了

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

令和5年3月8日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示tこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名

( ND ソフトウエアほのぽのNEXT )

有線LANにてユニット内の記録スペースのみでしか入力できなか

つた記録業務をフロア内、入所者の見守りを同時に行える場所で行

つている。

利用者数

職員数

(常勤換算)

29名

19.フ

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

フロア内で記録を行うととで、入所者への見守りの強化につながり

事故防止につながっている。

又、記録を直接ソフトへ入力でき業務を効率化できている。フロア

内の見守り、記録を同一時間で行うことができている。

月~ 年 月)

他職種の業務も事務室以外で可能になる為、緊急時等ユニットへの

応援が必要になる場合などを想定しケアマネジメント業務や栄養

マネジメント業務などユニット内で行う時間を設ける。

書

記
入
者



2 実施経過

年月日

R5年

R5年1月18,19日

1月He

R5年

設置前現地調査

1月20日

無線アクセスポイント及びスマートスイッチの

設置、各PCの動作確認

R5年2月1日

実施内容

介護ソフトを使用するPCの場所変更

W途による介護ソフトの運用開始

4ユニットのうち 2ユニットのPC端末にて無

線LANの接続不良あり、富士フイルム別山

形にて原因を調査。

アクセスポイントには問題がなく端末側の受信

が正常にできていない。対応策について後日連

絡をもらうこととなる。

R5年2月28日

R5年3月8日

富士フイルムB1山形から提案で端末側のUSB

ポートに受信機を使用することで解決できると

の連絡。追加費用無し。

従事者

受信機納入。各端末に使用し動作確認。

正常に受信しているのを確認。無線での介護ソ

フトの運用再開。

他2ユニットは導入から問題なく運用できてい

る。

介護職員

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

医療生活協同組合やまがた

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

ヘルパーステーション虹

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

訪問介護

メ

ICT導入支援事業用

【記入例】・介護ソフト名一式購入

・ケア記録・すぐろく Tablet

令和5年1月導入

ル

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和5年2月1日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入リース(契約期問

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(ワイズマンケア記録すぐろく

Tablet)

使用する業務:ケアの記録やバイタル等使用頻度:毎日

利用者数

職員数

(常勤換算)

30 人

6.4 人

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

これまで手書きで行ってきた業務の効率化が進み、時間短縮がなさ

れる。

月~ 年

0導入後(翌年) 1年目

記録作業の軽減

02年目

情報の共有化

03年目

業務の効率化による、離職防止

月)

書

記
入
者



2 実施経過

2022年10月1日~2022

年Ⅱ月30日

年月日

2022年12月1日

2023年2月1日

20器年2月~

業務の状況分析・問題点の洗い出し

導入担当・チーム体制整備

システム導入初回システム操作説明

システム操作を含む具体的な使いかたの指導

実施内容 従事者

6.4 名

6.4 名

6.4 名

6.4 名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

医療生活協同組合やまがた

所属名

事業完了日(導入日)

鶴岡協立りハビリテーション病院デイケ

ア

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

通所りハビリ

メ

ICT導入支援事業用

藷己入例】・介護ソフト名一式購入

・ケア記録・すぐろく Tablet

令和5年2月導入

ル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

令和5年2月

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

闇の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入リース(契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(ワイズマンケア記録すぐろく

Tablet)

使用する業務:ケアの記録やバイタル等使用頻度:毎日

利用者数

8日

職員数

(常勤換算)

70 人

24 人

年

これまで手書きで行ってきた業務の効率化が進み、時問短縮がなさ

れる。

月~ 年 月)

書

記

入
者



導入後の課題や次年度計画

の確認等

2 実施経過

2呪2年 W 月1日~加器

年Ⅱ月30日

0導入後(翌年) 1年目

記録作業の軽減

02年目

情報の共有化

03年目

業務の効率化による、離職防止

年月日

2022年12月1日

2呪3年2月8日

2呪3年2月~

業務の状況分析・問題点の洗い出し

導入担当・チーム体制整備

システム導入初回システム操作説明

システム操作を含む具体的な使いかたの指導

実施内容 従事者

N名

24 名

24 名

24 名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

医療法人徳洲会

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

山形徳洲会介護センター

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

居宅介護支援

メ

ICT導入支援事業用

タブレット端末 4 台(10.9 インチ ipad wi・Fi+ ce11Ular モデル 64GB)

IPAD (第 10世代)用 MAGIC KEYBOARD FOUO (4台)

ル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

令和 5年2月

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期間

利用者宅訪問時の記録業務・スケジュール管理・訪問日程の確認・

介護保険証や内服一覧の撮影・利用者宅の自宅環境、本人の身体状

況に係わる動作を動画にて撮影する、 ZOOM を活用したオンライ

ンでの研修会やサービス担当者会議への活用などほぼ毎日使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

28日

125 名

4名

年

タブレット端末導入により今まで事務所へ戻り記録をしたり、保険

証や内服一覧を貸りてコピーしまた本人へ返すなどの必要がなく

なり業務が円滑に進められるようになった。また言葉や図で説明を

していた物が写真や動画を活用できるようになった事で情報の共

有が行い易くなった。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年 月)

タブレット端末を導入し業務効率化を図れているが、遠隔からの記

録入力の際にタブレットと介護ソフトの相性が悪く入力にミスが

生じてしまう。ソフト会社への確認が必要と思われる。またタブレ

ツト使用に関して使しオ貫れていない職員への指導が必要と思われ

る。

書

記
入
者



2 実施経過

i..、",

4年

年月日

月7日11

ノ■、ノ

4年11月30日

ノ.、ー,

4年12月7日

補助金交付事業者決定通知

ノ^

4年

機種の選定と見積もり依頼

病院システム課との打ち合わせ

ノ、、ノ

12月19日

5年

実施内容

補助金申請手続き

5年
ノ.、ー゛

1月25日

補助金交付決定通知

i'^

2月17日

5年

注文手続き・支払い

5年
ノ^

2月28日

納品

5年

3月10日

従事者

ノ'、ノ

4名

機器の導入・システムの整備

動作の確認運用開始

3月24日

4名

使用状況の確認・操作方法

の周知・指導

4名

使用状況・使える機能などの情報共有・運用前

後の業務について各職員への聴取

4名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

鹸定

4名

運用方法について

4名

4名

4名

4名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

導入した製品名

導入時期及

所

名

名

株式会社カインド・ホーム

所属名

事業完了日(導入日)

グノレープホーム沖郷【事業所番号:0691900120】

職・氏名

・機器名

び台数

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

認知症対応型共同生活介護

使用状況

(使用する業務

等)

メ

ICT導入支援事業用

ND ソフトウェアほのぽのNEXT、ケアパレットソフトウェアー式

Bluetooth バイタノレ測定機器 4 セット

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

くj匝^)・リース(契約期間

令和 5年3月24日

介護記録時毎回

利用者数

職員数

(常勤換算)

書類の記入など直接ケアに当たらない業務の時間が短縮された

PC に苦手意識があった職員もタブレットだとスマホ感覚で入力で

き、音声入力もPCより簡単にできるようで導入効果が即日現れた。

情報共有も訪問介護、通所介護、有料老人ホーム号で出来るように

なったので、これから相乗成果がさらに出てくると思われる。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

18 名

16 人

(14.2 /0

年

タブレット6 台

月~

・通常業務で運用開始し不明な点をコールセンターに確認

・上級職員及び一部一般職に運用開始。不明な点は上席職

員及びコーノレセンターに確認

・一般職員に運用開始

不明な点は上席職員及びコールセンターに確認

年 月)

書

記
入
者



2 実施経過

年月日

年
ノ■、、]

令和4年7月~8月

月

年 月

日

日

介護保険の実績、請求、書類等の手書きからシステムへの転記が多

い。現在はパソコン1台で運用しておりほぽ施設長のみの運用となっ

ており負担が多い。 PC入力作業が難しい職員がほとんどで、ソフト

を導入し事務作業の一元化図り、タブレット記録を導入し直感的に画

面タッチし入力できるようにし、転記の事務作業を減らし実介護への

工数を増やし顧客満足を得る。3年後にはだれでも実績、請求、書類

業務ができるようにしたい。外国出身の職員もおり多言語に対応して

いる点も重視した。ベットセンサーとも連携し、お客様のバイタノレや

行動、睡眠のパターンを医師と共有し、よりよい処方等につなげた

い。またタブレット導入で勤怠管理システムのタイムカードをなくし

^
会計・労務システムと連携し会計、労務の工数を削減する。介護・

計・労務のすべてのシステムをICTで連携し事務作業工数を実介護工

数にふり向けて、顧客満足を得る。人材不足のなか求人のPRボイン

トとしたい。当社他事業所でもほのぽのNE灯を導入済みで会社全体

で連携できるスケールメリットもある。上記経緯で機器を選定

実施内容

令和 4年12月19日

令和 4年12月19~23日

令和 4年12月23日

令和 5年2月10日

~3月28日

令和 5年2月16日

' 従事者

ロロほか0名

令和 5年2月16日

~3月31日

交付決定

最終仕様決定

職員

代表取締役

発注

タブレット

ND ソフトウェアほのぼのNEXT ケアパレット

ダウンロード及び納品完了

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

システム運用の研修

スケジュール男1俳氏参照

,、 バイタル機器順次納品完了

職員

代表取締役

代表取締役

施設長 1 名、

管理者 2 名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

ビスの種類

名

事業完了日(導入日)

株式会社カインド ・ホーム

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

デイサービスカインド・ホーム萩生

【事業所番号:0671000詑0】

職・氏名

電話番号

通所介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ノレ

ND ソフトウェア

タブレット3台

<1亙^)・リース(契約期間

令和 5年3月24日

ほのぼのNEXT ケアパレットー式

肌Uetooth バイタノレ測定機器 3 セット

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

介護記録に毎回使用

利用者数

職員数

(常勤換算)

18 名

年

10 人

(フ.23 人)

書類の記入など直接ケアに当たらない業務の時間が短縮された

PC に苦手意識があった職員もスマホ感覚で入力でき、音声入力も

PCより簡単にできるようで導入効果が即日現れた。

情報共有も訪問介護、有料老人ホーム、グループホームで出来るよ

うになったので、これから相乗成果がさらに出てくると思われる。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年 月)

通常業務での運用開始

導入効果検証およびフォローアップ

毎月の会議で検証からの業務改善PDCAを回す

書

記
入
者



2 実施経過

年月日

年
i.、ー゛

令和4年7月~8月

月

年 月

日

日

ND ソフトウェアほのぼのNEXT を導入し約 1年運用しているがPC

入力作業が難しい職員が半数いる。導入前よりは作業は分散したが、

まだ偏りがあるので本システムを導入しキーボードではなくタブレッ

トを使用し直感的に画面タッチし入力できるようにする。外国人へル

パーにも対応できるよう導入したい。またタブレット導入で勤怠管理

システムの顔認証機能でタイムカードをなくし会計・労務システムと

連携し会計、労務の工数を削減する。3年後にはだれでも実績、請

求、書類業務ができるようにしたい。介護・会計・総務のすべてのシ

ステムをICTで連携し事務作業工数を実介護工数にふり向け、顧客満

足を得たい。以上の経緯で機器を選定

令和 4年12月19日

令和 4年12月19~23日

実施内容

令和 4年12月23日

令和 5年2月10日

~3月28日

令和 5年2月16日

令和 5年2月16日

~3月31日

交付決定

最終仕様決定

発注

従事者

タブレット

ロロほか0名

ND ソフトウェアほのぼのNEXT ケアパレット

ダウンロード及び納品完了

職員

代表取締役

システム運用の研修

スケジュール呂1俳氏参照

、 バイタル機器順次納品完了

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

職員

代表取締役

代表取締役

管理者他7名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名

導入時期及

ビスの種類

記

名

株式会社カインド・ホーム

所属名

事業完了日(導入日)

ヘノレパーステーションさわやか

【事業所番号:0691900120】

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

・機器名

び台数

訪問介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

・ ND ソフトウェアほのぼの NEXT ケアパレット

・タブレット 5 台・ Bluetooth バイタノレ測定機器

・通信機器一式・通信設定一式

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

<1邑^)・リース(契約期間

令和 5年3月23日

介護記録時毎回

利用者数

職員数

(常勤換算)

書類の記入など直接ケアに当たらない業務の時間が短縮された

PC に苦手意識があった職員もタブレットだとスマホ感覚で入力で

き、音声入力もPCより簡単にできるようで導入効果が即日現れた。

情報共有通所介護、有料老人ホーム、グループホームで出来るよう

になったので、これから相乗成果がさらに出てくると思われる。

32.7 人

導入後の課題や次年度計画

の確認等

1

(フ.23

一式

5セット

年

人

人)

月~

・通常業務で運用開始し不明な点をコーノレセンターに確認

・上級職員及び一部一般職に運用開始。不明な点は上席職

員及びコーノレセンターに確認

・一般職員に運用開始

不明な点は上席職員及びコールセンターに確認

年 月)

書

入
者



2 実施経過

年月日

年
ノ.、ー゛

令和5年2月 10日

月

年

令和 5年3月28日

月

日

ー.、ー゛

日

ND ソフトウェアほのぼのNEXTを導入し約半年運用しているがPC入力作業

が難Lい職員が半数いる。導入前よりは作業は分散したがまだ偏りがあるので

本システムを導入しキーボードではなくタプレットを使用し直感的に画面タッ

チL入力できるようにする。外国人へルパーにも対応できるよう導入したい。

またタプレット導入で勤怠管理システムの顔認証機能でタイムカードをなくし

会計・労務システムと連携し会計、労務の工数を削減する。3年後にはだれでも

実績、請求、書類業務ができるようにしたい。介護・会計・総務のすべてのシ

ステムをICTで連携し事務作業工数を実介護工数に振替、顧客満足を得る。人

材不足のなか求人のPRボイントとしたい。以上の経緯で機器を選定

令和 4年12月19日

令和 4年12月19~23日

実施内容

令和 4年12月23日

令和 5年2月10日

~3月28日

令和 5年2月16日

令和 5年2月16日

~3月31日

交付決定

最終仕様決定

発注

タブレット

従事者

ロロほか0名

ND ソフトウェアほのぽのNEXT ケアパレット

ダウンロード及び納品完了

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

システム運用の研修

スケジュール男1絲氏参照

、 バイタル機器順次納品完了

職員

代表取締役

代表取締役

サービス提供責任者

3名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

株式会社サン十字

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

株式会社サン十字デイサービス

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

自法人内にて紙でやり取りしていた提供票・提供実績を

データでのやり取りへの移行(完全なぺーパーレスの実現)

通所介護

メ

ICT導入支援事業用

介護ソフト:ワイズマンデ付北、ス管理シス私、ケア記録オプション

令和 4年12月27日導入 1式

ル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

令和 5年3月10日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト(デイサービス管理システム・ケア記録オプ

ション)を導入し、利用者台帳作成・提供表・実績報告書作成など、

日々の業務で使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

40 人

25 人

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

自法人内の事業所間の利用者台帳データの共有が円滑になっ

、-0

紙媒体にてやり取りしていた提供票、提供実績などを、居宅支

援事業所と通所介護事業所問でデータ連携を行った。それによ

り入力業務の効率化、転記ミスの防止を図ることができた。

月~ 年 月)

書

記
入
者

①
②



2 実施経過

2022年12月27日
ノ^

年月日

2022年12月27日

2023年1月17日~

2023年1月17日

2023年2月7日~

2023年2月7日

デイサービス管理システム導入

環境設定

起動操作説明

2023年3月3日~

2023年3月3日

新システムテータ移行

デイサービス管理システムSP操作説明

利用料項目設定・利用者台帳登録・予定表作成

2023年3月9日~

2023年3月9日

実施内容

前回の復習

予定・実績・支援ノート

各種計画書作成・UFE対応

2023年3月10日

前回の復習

予定実績・請求準備

ケアマネ報告・支援ノート

請求業務

各種集計資料作成

25 名

請求業務

2月分の伝送作成し国保連に送信。

従事者

25 名

25 名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

25 名

25 名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事業実績

事

業

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

所属名

名

株式会社サン十字

職・氏名

事業完了日(導入日)

株式会社サン十字ホームヘルプサービス

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

ICT導入支援事業用

訪問介護

メ

介護ソフト:ワイズマンホームヘルプサービス管理システム購入

令和 4年12月27日導入 1式

ル

使用状況

q吏用する業務

等)

令和 5年3月10日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト(ホームヘルプサービス管理システム)を導入し、利用者

台帳作成・提供表・実績報告書作成など、日々の業務で使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

65 人

10 人

年

自法人内の事業所問の利用者台帳データの共有が円滑になっ

、-0

紙媒体にてやり取りしていた提供票、提供実績などの一部を、

居宅支援事業所と訪問介護事業所間でデータ連携を行い、入力

業務の効率化、転記ミスの防止を図ることができた。

月~ 年 月)

書

記
入
者

①
②



導入後の課題や次年度計画

の確認等

2 実施経過

2022年12月27日

i'、^

年月日

2022年12月27日

2023年1月17日~

2023年1月17日

自法人内にて紙でやり取りしていた提供票・提供実績の全てを

事業所間でデータ連携を図る。(完全なぺーパーレスの実現)

2023年2月7日~

2023年2月7日

ホームヘルプサービス管理システム導入

環境設定

起動操作説明

2023年3月3日~

2023年3月3日

新システムデータ移行

ホームヘルプサービス管理システムSP操作説明

利用料項目設定・利用者台帳登録・予定表作成

2023年3月9日~

2023年3月9日

実施内容

前回の復習

予定・実績・支援ノート

各種計画書作成・UFE対応

2023年3月10日

前回の復習

予定実績・請求準備

ケアマネ報告・支援ノート

請求業務

各種集計資料作成

請求業務

2月分の伝送作成し国保連に送信。

10 名

従事者

10 名

※導入工程や従事者が分かるものであれは、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

10 名

10 名

10 名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

株式会社サン十字

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

株式会社サン十字ホームヘルプサービス

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

訪問介護

メ

ICT導入支援事業用

介護ソフト:ワイズマンホームヘルフ゜サーt、ス管理シス私購入

令和 4年12月27日導入 1式

ル

使用状況

q吏用する業務

等)

令和 5年3月10日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期問

使用頻度

記録業務、情穀共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト(ホームヘルプサーt、ス管理システム)を導入し、利用者

台帳作成十矧共表・実績報告書作成など、日々の業務で使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

65 人

10 人

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

自法人内の事業所問の利用者台帳データの共有が円滑になっ

、-0

紙媒体にてやり取りしていた提供票、提供実績などの一部を、

居宅支援事業所と訪問介護事業所闇でデータ連携を行い、入力

業務の効率化、転記ミスの防止を図ることができた。

月~ 年 月)

自法人内にて紙でやり取りしていた提供票・提供実績の全てを

事業所間でデータ連携を図る。(完全なぺーパーレスの実現)

書

記
入
者

①
②



2 実施経過

2022年12月27日

ノ角、_J

年月日

2022年12月27日

2023年1月17日~

2023年1月17日

2023年2月7日~

2023年2月7日

ホームヘルプサービス管理システム導入

環境設定

起動操作説明

2023年3月3日~

2023年3月3日

新システムテータ移行

ホームヘルプサービス管理システムSP操作説明

利用料項目設定・利用者台帳登録・予定表作成

2023年3月9日~

2023年3月9日

実施内容

前回の復習

予定・実績・支援ノート

各種計画書作成・LIFE対応

2023年3月10日

前回の復習

予定実績・請求準備

ケアマネ報告・支援ノート

請求業務

各種集計資料作成

請求業務

2月分の伝送作成し国保連に送信。

10 名

従事者

10 名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

10 名

10 名

10 名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

株式会社サン十字

所属名

事業完了日(導入日)

株式会社サン十字

ホームヘルプサービス長井

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

訪問介護

メ

ICT導入支援事業用

介護ソフト:ワイズマンホームヘルフ゜サーt、ス管理シス私

令和 4年12月27日導入 1式

ル

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和 4年12月27日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト(ホームヘルプサービス管理システム)を導入し、利用者

台帳作成・提供表・実績穀告書作成など、毎日の業務で使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

65 人

一式購入

7人

年

南法人内の事業所間の利用者台帳データの共有が円滑になっ

、-0

紙媒体にてやり取りしていた提供票、提供実績などの一部を居

宅支援事業所と訪問介護事業所間で連携を行った。それにより

入力業務の効率化、転記ミスの防ルを図ることができた。

月~ 年 月)

書

記
入
者

①
②



導入後の課題や次年度計画

の確認等

2 実施経過

2022年12月27日

J■、^

年月日

自法人内にて紙でやり取りしていた提供票・提供実績の全てを事業

所間でデータ連携を図る。(完全なぺーバーレスの実現)

2022年12月27日

2023年1月17日~

2023年1月17日

2023年2月7日~

2023年2月7日

ホームヘルプ管理システム導入

環境設定

起動操作説明

2023年3月3日~

2023年3月3日

新システムデータ移行

ホームヘルプ管理システムSP操作説明

利用料項目設定・利用者台帳登録・予定表作成

2023年3月9日~

2023年3月9日

実施内容

前回の復習

予定・実績・支援ノート

各種計画書作成・UFE対応

2023年3月10日

前回の復習

予定実績・請求準備

ケアマネ穀告・支援ノート

請求業務

各種集計資料作成

請求業務

2月分の伝送作成し国保連に送信。

7名

従事者

7名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

7名

7名

7名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

株式会社サン十字

所属名

事業完了日(導入日)

株式会社サン十字居宅介護支援サービス

長井

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

居宅介護支援

メ

ICT導入支援事業用

介護ソフト:ワイズマン在宅ケアマネジメント支援シス私、すぐろく"マネ

機器:ipad購入 3 台(令和 5年3月10日導入)

上記商品を一式購入

令和 4年12月27日導入 1式

ル

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和 5年3月10日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情帳共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト(在宅ケアマネジメント支援システム・すぐ

ろくケアマネ)を導入し、利用者台帳作成才劉共表・実績蝦告書作

成など、毎日の業務で使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

140 人

5人

年

自法人内の事業所問の利用者台帳データの共有が円滑になっ

、^ 0

紙媒体にてやり取りしていた提供票、提供実績などの一部を居

宅支援事業所と訪問介護事業所・通所介護事業所問でデータ連

携を行った。それにより入力業務の効率化、転記ミスの防止を

図ることができた。

月~ 年 月)

書

記

入
者

①
②



導入後の課題や次年度計画

の確認等

2 実施経過

2022年12月27日

ノ、^

年月日

2022年12月27日

自法人内にて紙でやり取りしていた提供票・提供実績の全てを事業

所間でデータ連携を図る。(完全なぺーパーレスの実現)

2023年1月17日~

2023年1月17日

2023年2月7日~

2023年2月7日

在宅ケアマネジメント支援シス私、すぐろくケアマネ導入

環境言斐定

起動操作説明

2023年3月3日~

2023年3月3日

新システムデータ移行

在宅ケアマネジメント支援シス私SP ・すごろくケアマネ操作説

明・利用料項目設定・利用者台帳登録・予定表作成

2023年3月9日~

2023年3月9日

実施内容

前回の復習

予定・実績・支援ノート

各種計画書作成・ UFE対応

2023年3月10日

前回の復習

予定実績・請求準備

ケアマネ報告・支援ノート

請求業務

各種集計資料作成

請求業務

2月分の伝送作成し国保連に送信。

5名

従事者

5名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

5名

5名

5名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

記

名

株式会社サン十字

所属名

事業完了日(導入日)

株式会社サン十字居宅介護支援サービス

南陽

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

居宅介護支援

メ

ICT導入支援事業用

介護ソフト:ワイズマン在宅ケアマネジメント支援シス私、すぐろく"マネ

機器:ipad3 台購入

上記商品を一式購入

令和 4年12月27日導入 1式

ル

使用状況

q吏用する業務

等)

令和 5年3月10日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期問

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト(在宅ケアマネジメント支援システム・すぐ

ろくケアマネ)を導入し、利用者台帳作成才尉共表・実績報告書作

成など、日々の業務で使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

85 人

3人

年

事業所問の利用者台帳データの共有が円滑になった。

紙媒体にてやり取りしていた提供票、提供実績などの一部を居

宅支援事業所と訪問介護事業所問・通所介護事業所闇で連携を

行った。それにより入力業務の効率化、転記ミスの防止を図る

ことができた。

月~ 年 月)

書

入
者

①
②



導入後の課題や次年度計画

の確認等

2 実施経過

2022年12月27日

i'^

年月日

2022年12月27日

2023年1月17日~

2023年1月17日

自法人内にて紙でやり取りしていた提供票・提供実績の全てを

事業所間でデータ連携を図る。(完全なぺーパーレスの実現)

2023年2月7日~

2023年2月7日

在宅ケアマネジメント支援シス私、すぐろくケアマネ導入

環境設定

起動操作説明

2023年3月3日~

2023年3月3日

新システムデータ移行

在宅ケアマネジメント支援シス私SP ・すごろくケアマネ操作説

明・利用料項目設定・利用者台帳登録・予定表作成

2023年3月9日~

2023年3月9日

実施内容

前回の復習

予定・実績・支援ノート

各種計画書作成・LIFE対応

2023年3月10日

前回の復習

予定実績・請求準備

ケアマネ報告・支援ノート

請求業務

各種集計資料作成

請求業務

2月分の伝送作成し国保連に送信。

3名

従事者

3名

3名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

3名

3名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

株式会社サン十字

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

株式会社サン十字居宅介護支援サービス

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

居宅介護支援

メ

ICT導入支援事業用

介護ソフト:ワイズマン在宅ケアマネジメント支援システム、すぐろくケアマネ

機器:ipad購入 6 台

ル

使用状況

q吏用する業務

等)

令和 4年12月27日導入 1式

令和 5年3月10日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期問

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト(在宅ケアマネジメント支援システム・すぐ

ろくケアマネ)を導入し、利用者台帳作成・提供表・実績報告書作

成など、毎日の業務で使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

200 人

7人

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

自法人内の事業所問の利用者台帳データの共有が円滑になっ

、^ 0

紙媒体にてやり取りしていた提供票、提供実績などの一部を居

宅支援事業所と訪問介護事業所・通所介護事業所問でデータ連

携を行った。それにより入力業務の効率化、転記ミスの防止を

図ることができた。

月~ 年 月)

自法人内にて紙でやり取りしていた提供票・提供実績の全てを事業

所間でデータ連携を図る。(完全なぺーパーレスの実現)

書

記
入
者

①
②



2 実施経過

2022年12月27日

i'^

年月日

2022年12月27日

2023年1月17日~

2023年1月17日

2023年2月7日~

2023年2月7日

在宅ケアマネジメント支援システム、すぐろくケアマネ導入

環境言斐定

起動操作説明

2023年3月3日~

2023年3月3日

新システムデータ移行

在宅ケアマネジメント支援シス私SP ・すごろくケアマネ操作説

明・利用料項目設定・利用者台帳登録・予定表作成

2023年3月9日~

2023年3月9日

実施内容

前回の復習

予定・実績・支援ノート

各種計画書作成・LIFE対応

2023年3月10日

前回の復習

予定実績・請求準備

ケアマネ報告・支援ノート

請求業務

各種集計資料作成

請求業務

2月分の伝送作成し国保連に送信。

7名

従事者

7名

7名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

7名

7名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

株式会社サン十字

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

株式会社サン十字訪問入浴サービス

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

訪問入浴

ICT導入支援事業用

メール

介護ソフト:ワイズマン訪問入浴管理シス私

使用状況

q吏用する業務

等)

令和 4年12月27日導入 1式

令和 5年3月10日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入・リース(契約期問

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト(訪問入浴管理システム)を導入し、利用者

台帳作成・提供表・実績報告書作成など、毎日の業務で使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

20 人

5人

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

自法人内の事業所間の利用者台帳データの共有が円滑になっ

、ー-0

紙媒体にてやり取りしていた提供票、提供実績などの一部を居

宅支援事業所と訪問介護事業所・訪問入浴事業所問でデータ連

携を行った。それにより入力業務の効率化、転記ミスの防止を

図ることができた。

月~ 年 月)

自法人内にて紙でやり取りしていた提供票・提供実績の全てを事業

所間でデータ連携を図る。(完全なぺーパーレスの実現)

書

記

入
者

①
②



2 実施経過

2022年12月27日

i'^

年月日

2022年12月27日

2023年1月17日~

2023年1月17日

2023年2月7日~

2023年2月7日

訪問入浴管理システム導入

環境設定

起動操作説明

2023年3月3日~

2023年3月3日

新システムデータ移行

訪問入浴管理システムSP操作説明

利用料項目設定・利用者台帳登録・予定表作成

2023年3月9日~

2023年3月9日

実施内容

前回の復習

予定・実績・支援ノート

各種計画書作成・UFE対応

2023年3月10日

前回の復習

予定実績・請求準備

ケアマネ報告・支援ノート

請求業務

各種集計資料作成

請求業務

2月分の伝送作成し国保連に送信。

3名

従事者

3名

3名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

3名

3名



別記様式第7号

1 事業内容

事

嘔

事業実績

者

所

名

導人した製乱.梨,

導入時期及

ビスの種類

記

名

社会福祉法人酒田市社会福祉協議会

所属名

酒田市デイサービスセンターいずみ

【事業所番号:0670800135】

、粁業完、r u (導人日)

職・氏名

電話番号

1織人又はりースの別

※該当する方に0を記入

・機器名

び台数

通所介護事業

メ

ICT導入支援事業用

①すぐろく Tablet一式令和5年1月導入

② 10.2 インチ ipad wi・Fi+ceⅡUlar モデルタブレット 4 台

5年・1 打導入

ル

使用状況

q吏用する業務

等)

令和5年1打10Π

導入効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直按ケアに当たらない業務

の時冏が短縮された、職員

闇の情搬共有が円滑になっ

たなど)

f匝11因・リース(契約期開

使用頻度

(総ワイズマン

(通所介護、打業

く>)

利用者数

職員数

(常勤換算)

すぐろく Tablet(システム)

〆営業1Ξ1 </11曜1.1から上賊細、午太年始休業U を除

53 名

13 名

(10.6 名)

・利用者のバイタル記入をタブレットに行い転記作業の削減。

惰旺ベースのファイノレを確認、綴じこむ作業が短荊行、ー'部、削減し

^

・音声入力により入力作業が・・部、無縮された。

・タブレット、パソコンからりアルタイムに恬桜を確認し、サーヒ

ス提伊肋覇丁f走となった。

・タブレット、パソコンで入力しメこ恬祁を双方向で耐齢忍できるため、

*1剣乍業が短縮、一部、削減した。

打~

令不U

年 河)

介護サ

書

入
者

業

業

j
'
考

/
{

オ
0



導人後の課題や次年度計画

の徹鬚忍等

2 実施経過

0導入後の課題

・タブレット、モバイルシステムなどの操作にストレス、抵抗感を

感じる職員がいる。

・情帳の取扱い、'時級保護等の研修が繰返し必要。

0次年度iH画について

・人力業務時闇の史なる圧縮。恬綴を共有し直接業務へ注力する。

多職種からの情帆を支援業務に活用し、利用者の向立支援を図る。

R4年4打

~ R4年5j113日

年月日

R4年

R4午'■、、ノ

R4年

R4年ノ、^

5 j1 1 3日

61} 1 6 「1

R4午

R4年ー'、^

4 jJ

7門

業務の状況分析・問題点の洗い出し

R4午

R4 イ1Ξ

1日

1 5日

ーー^

7 j] 1 5 訂

7 j] 20 H

機種選定・導入計画の検討

R5 イF 11j

R5午 2 ナ]

8 jl

9 jj

ノ■、、ノ

導入担当者・チーム体制整備(導入・活用

果検証の各担当者)

実施内容

1日

3 0 Π

R5 午

R5 イ1Ξ..^

実際に機器を使用する者(介護職員等)の意見

聴取

1 6日

2 8日

職員の習熟及び教育

備等)

3j1 1日

3 j1 1 5 H

. システム、機器導入

導入による介護記録方法の見直しを実施

システム、機器の運用を研修

.

.

効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討

研修計画(マニュアル整.

従事者

所長以下、ほ

か 12名

所長以下、ほ

か 12名
. 所長以下、ほ

か12名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

所長以下、ほ

か12名

所長以下、ほ

か12名

所長以下、ほ

か12名

所長以下、ほ

か12名

効

一
一1

一
タ
'
、

イ
藷
、



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

介護サ

業

者

実 1責

所

%

導人した製品名・機器瑠

導入時期及び台数

ビスの種類

名

社会福祉法人酒田市社会福祉恊議会

所属名

酒田市デイサービスセンター松山

1事業所番号:0673200275】

事業完Υ日(導入日)

職・氏名

電話番号

賊入又はりースの別

※該当する力に0を記入

通所介誰事業

メ

ICT導入支援事業用

①すぐろく Tablet一式令胴」5午1円導入

② 10.2 インチ ipad wi・Fi十CeⅡUlar モデルタブレット 3 台

5年1河導入

ノレ

使用状況

(使用する業務・使川頻度

等)

令平1_15年1 打 1 0日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

闇の情級共有が円滑になっ

たなど)

E亙1^・リース(契約甥問

(鵬ワイズマン

(通所介護嘔業

く>)

利用者数

職員数

(常勤換算)

すぐろく Tablet(システム)

・営業日例1曜Πから上曜H、午末年始休業nを除

JI )

53 *1

12 ●

(10 必)

・利用者のバイタル記入をタブレットに行い転記作業の削減。

・紙ベースのファイルを耐疏忍、綴じこむ作業が短縮、一部、削減し

作

一竒声入力により入力作業が・・・部、短縮された。

・タブレット、パソコンからりアノレタイムに恬綴を確認し、サービ

ス提供が可能となった。

・タブレット、パソニンで入力した恬綴を双方向で確認できるため、

事イ捌乍業が短縮、一部、削減した。

刀~

令平Π

午

書業

記

人
者

業

事

ー
'

ナ
0

'
髭
禽



導入後の課題や次年度計画

の確認等

2 実施経過

0導入後の課題

・タブレット、モバイルシステムなどの操作にストレス、抵抗感を

感じる職員がいる。

・情蛾の取扱い、情轍保護等の研修が繰返し必要。

0次年度計画について

・入力業務時間の更なる圧縮'清帳を共有し直援業務へ注力する。

多職種からの情級を支援業務に活用し、利用者の肉立支援を図る。

R4年4打

~ R4午 5村

年月日

R4午

R4午i.^

R4午

R4年

1Π

1 3 H

ー'^J

5 j1 1 3 Π

6 ナ] 1 6 EI

R4作

R44ドー'、^

4打

7 j]

業務の状況分析・問題点の洗い出し

R4午

R4年

1日

1 5日

ノー、^

フナ] 1

7月

機種選定・導入計画の検討

5日

20日

R5 午 IJ]

R5年2打

8 j]

9 j]

ノ、^

導入担当者・チーム体制整備(導入

果検証の各担当者)

実施内容

IU

3 0日

R5午

R5年ノ、^

実際に機器を使用する者(介護職員等)の意見

聴取

1 6 肝

2 8日

職員の習熟及び教育・研修計画(マニュアル整

備等)

3村

3 jl

1Π

1 5日

・システム、機器導入

・導入による介護記録方法の見直しを実施

・システム、機器の運用を研修

効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討

従事者

所長以下、ほ

か11名

活用・効.

所長以下、ほ

か11名

所長以下、ほ

か11名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

所長以下、ほ

か11名

所長以下、ほ

か11名

所長以下、ほ

か11名

所長以下、ほ

か11名

ー
゛
气



別記様式第7号
今)

1 事業内容

事

事業実績

業

事

者

業

名

介護サービスの種類

所

社会福祉法人輝きの会仁動

所属名

職・氏名

名

特別養護老人ホームいきいきの郷

【事業所番号:0670100767】

総合福祉施設いきいきの郷

短期入所生活介護事業/通所介護事業

【事業所番号:0釘0100114】

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

電話番号

メ

ICT導入支援事業用

事業完了日(導入日)

ル

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

介護老人福祉施設・短期入所生活介護

、、/J

通所介護事業

使用状況

(使用する業務

等)

ND ソフト Carepalette

ND ソフト Catepalette

皮膚赤外線体温計Ⅱ台

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

E邑1^・リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、

なっている介護ソフト名

利用者数

一式 令和 5年2月28日導入

対応タブレット(wi・Fiモデル)Ⅱ台

手首式デジタル血圧計Ⅱ台

使用する業務

使用頻度

職員数

(常勤換算)

155 名

介護内容を紙ではなく、タブレットに直接入力することができるこ

とや連動型のバイタル測定機器を使用することで、転記する時問の

削減などの職員の業務負担軽減

74 名

(57.5)

請求業務を一気通貫で行うことが可能と

(ほのぼのNEXT carepale此e )

バイタル測定

毎日

年 月~

ケア記録

年 月)

書

記
入
者

二
(

日82月2年5Ⅱ禾令

f
讐
＼

J
 
毛
、



導入後の課題や次年度計画

の確認等

2 実施経過

令和5年1月器日

タブレットの使用方法を習熟し、業務の効率化を図る。

UFEからのフィードバックにより、介護の質の向上を目指す。

年月日

令和 5年1月25日

令和 5年2月6日

オ

機器導入

皮膚赤外線体温計

オ、カ

ND ソフトウエア Carepale枇e導入

NDソフトウエア職員からの使用開始前の研修会

開催(1 回励

令和 5年2月17日

実施内容

手首式デジタル血圧計導入

力

NDソフトウエア職員からの使用開始前の研修会

開催(2 回助

令和 5年3月玲日

オ、カ

通信環境設備等工事

NDソフトウエア職員からの使用開始前の研修会

開催(3 回助

令和 5年3月17日

従事者

担当職員

力

NDソフトウエア職員からの使用開始前の研修会

開催(4 回目)

管理者・

担当職員

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

キ・ク

導入 1 か月後の評価

アンケート実施

看護師・

介護員他

15 名

工事業者

数名

看護師・

介護員他

15 名

看護師・

介護員他

15 名

ICT プロジェ

クト各委員

シ
ι
1

ι
.



N)
別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

績書

記

名

社会福祉法人西川保健福祉会ンぢ,)

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

デイサービスセンターケアハイツ西川

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

通所介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

ノレ

ipad (wi・Fiモデノレ) 1台

東経システム吽冨祉見聞録」のタブレット用アプリケーション「見

るツチデイ」 1台分

(

ノーー;~

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和 5年1月2 7日(,'ξ)

/

E再11囚・リース(契約期間

ノ

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(東経システム「福祉見聞録」「見るツチデイD

タブレットと「見るツチデイ」の操作説明を受け、入力するととが

できるようになった介護職員が、主にケース記録とバイタルの入力で

使用している。

利用者数

職員数

(常勤換算)

^ "ノ

タブレットを使用することで、サービスステーション外でケース

記録を入力することができ利用者に寄り添える時間が増えた。

バイタル測定時、その場で入力することができるようになったた

め、転記する必要がなく業務時間が短縮された。

33

12.8

導入後の課題や次年度計画

の確認等

年 月~

現在、タブレットが導入され日が浅いために操作の習得に大きなバ

ラつきがみられている。今後は、基本的な操作の習得を支援しながら、

1年目は、タブレットや介護ソフトの操作方法を習得することができ

る。 2年目は、①記録業務時間を削減することができる。②場所を選

ぱないタブレットの特性を活用するととができる。 3年目は、①記録

業務の効率化と円滑な情報共有により、サービスの質の向上と職員の

負担軽減を図ることができる。の目標を達成できるように、定期的に

ミーティング、ヒヤリング、アンケートを通して、①記録業務に関し

年 月)

実

入
者

f
气



2 実施経過

令和4年6月1日

~令和4年7月31日

て、記録の場所と要する時間、記録方法、職員における負担の増減を

確認。②利用者や家族、職員の満足度を確認。を行い効果を検証する。

の目標を達成できるように、定期的にミーティング、ヒヤリング、ア

ンケートを通して、①記録業務に関して、記録の場所と要する時間、

記録方法、職員における負担の増減の確認。②利用者や家族、職員の

満足度の確認。を行い効果を検証tる。

年月日

令和4年8月1日

~令和4年8月25日

J

令和 5年1月23日

~令和 5年1月27日

ICT 導入担当者・チーム体制整備(デジタル担

当整備済み)。業務の状況分析と問題点の抽出。

令和5年1月27日

~令和5年3月31日(予定)

ICT機種の選定と職員への意見聴取。導入目的

の確認と導入計画の作成。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

実施内容

・タブレット1台購入

・介護アプリケーションソフト「見るツチ」の

導入。

タブレット操作方法の研修

(アプリケーションや音声入力操作等の習得)

タブレットによる記録の入力と閲覧の開始。

他

デジタル担当

5名

従事者

他

デジタル担当

5名

介護職員 10

名、看護師 1

名、他3名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名 社会福祉法人西川保健福祉会"J/

名

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

特別養護老人ホームケアハイツ西川

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

介護老人福祉施設

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

ノレ

ipad (wi・Fiモデノレ) 6台

東経システム「福祉見聞録」のタブレット用アプリケーション「見

るツチ」 6台分

Wi-F iのアクセスポイント増設工事

(

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和 5年1月2 7 e k、1す")

E再11^・リース (契約期問

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(東経システム「福祉見聞録」「見るツチD

タブレットと「見るツチ」の操作説明を受け、入力できるように

なった介護士または看護師によるケース記録やバイタルの入力。

利用者数

職員数

(常勤換算)

Wi-Fi アクセスポイント追加工事を行ったことで、ベッドセン

サーの電波状況が改善され場所を選んで設置する必要がなくな

つた。また、各居室内においてもタブレット等が使用できるよう

になった。

タブレットを使用することで、サービスステーション外でケース

記録を入力することができ利用者に寄り添える時間が増えた。

バイタル測定時、その場で入力することができるようになったた

め、転記する必要がなく業務時間が短縮された。

1 0 0

'

導入後の課題や次年度計画

の確認等

60.4

年 月~

現在、タブレットが導入され日が浅いために操作の習得に大きなバ

ラつきがみられている。今後は、基本的な操作の習得を支援しながら、

1年目は、①固定された場所以外で随時記録業務を行うことができ

る。②職員のモチベーシ.ン向上。 2年目は、①記録業務を円滑に行

うことができ利用者と関わる時間を増やすことができる。②見守り体

制の強化を図ることができる。③ステーション付近以外、更には施設

外での記録の入力や閲覧ができ、記録業務時間の削減やサービスの質

の向上が図られる。④情報共有の円滑化により他職種の連携強化を図

ることができる。 3年目は、①利用者満足度の向上と職員の負担軽減

年 月)

書

記
入
者

露

〔

一
(



2 実施経過

令和4年6月1日

~令和4年7月31日

年月日

を図ることができる。の目標を達成できるように、定期的にミーティ

ング、ヒヤリング、アンケートを通して、①記録業務に関して、記録

の場所と要する時間、記録方法、職員における負担の増減の確認。

②利用者や家族、職員の満足度の確認。を行い効果を検証する。

令和4年8月1日

~令和4年8月25日

令和 5年1月23日

~令和 5年1月27日

ICT 導入担当者・チーム体制整備(デジタル担

当整備済み)。業務の状況分析と問題点の抽出。

令和 5年1月27日

~令和5年3月31日(予定)

ICT機種の選定と職員への意見聴取。導入目的

の確認と導入計画の作成。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成するとと。

実施内容

・タブレット6台購入

・介護アプリケーションソフト「見るツチ」の

導入。

・ wi-Fiアクセスポイントの追加工事。

タブレット操作方法の研修

(アプリケーションや音声入力操作等の習得)

タブレットによる記録の入力と閲覧の開始。

他

デジタル担当

5名

従事者

他

デジタル担当

5名

介護職員45

名、看護師9

名、他4名

f
气



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

社会福祉法人白鷹町社会福祉協議会

所属名

事業完了日(導入日)

白鷹町社会福祉協議会指定居宅介護支援

事業所【事業所番号:0672700051】

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

居宅介護支援

メ

ICT導入支援事業用

FUJITSU介護事業者支援システム LifeM紅k、WINCAREcloud

令和5年3月導入済み

スマートデバイス(MK2L3J/A I0.2 インチゆadwifi64GB) 3

台を追加して導入する。

ル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

<1亙1^、リース(契約期問

令和5年3月28日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(FUJITSU 介護事業者支援システム

LifeM雛k"WINCARE cloud)

利用者数

職員数

(常勤換算)

介護支援業務において、週5日勤務内で、訪問先で使用している。

9 0 人

3人

年

訪問内容の記録、日程計画等の変更がその場で音声入力できることに

より、事業所に戻ってからの、入力作業が軽減され、業務時問の短縮

につながった。

月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計画

の確認等

2 実施経過

令和4年

~ 4年

年月日

次年度以降において、町内における介護認定者数の増減が不透明であ

る。事業所で、・利用担当者数を 90人から 100人まで増やしたい。

令和4年6月

~ 4年6月

4月1日

5月31日

令和4年6月

~ 4年6月

ニーズが多く、事業所の担当件数が基準を大き

く上回った。町外の事業所を利用している方も

いる。増加した二ーズと担当職員の負担軽減を

図るため、 1CTの導入を検討する。

1日

1 5日

令和4年7月

~ 4年7月

1 6日

3 0日

令和4年8月23日

令和4年4月~既に導入しているWinC釘eスマ

ートデバイスについて導入の検討を始める。

令和4年8月24日

~ 4年8月26日

実施内容

1日

1 5日

Wincareスマートデバイスについての操作説明

及び導入効果の検証を行う。※機能の追加、タ

ブレットの活用等

令和5年2月8日

令和5年

実際に使用する職員から意見を聴取する。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

W血Careスマートデバイスを導入する見積もり

を徴取する。

3月

見積もり額と職員からの意見聴取の結果、及び

今後想定される二ーズについて検討を行い、導

入を決定する。

Wincareスマートデバイス操作説明(詳細)

3名

従事者

機器導入。導入後、介護記録の見直しを行い業

務にあたる。

3名

3名

3名

3名

3名

3名

3名



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

介護サ

業

者

導入した製品瑠・機器名

導入時期及び台数

所

名

ビスの種類

名

事業完了日(導入日)

有限会社HY0二ーポレーション

所属名

デイサービスセンター東陽館

【事業所番号:0670如1223】

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

電話番号

通所介護・通所型サービス(独自)

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ND ソフトウェアほのぽのNEXT ケアパレット

ケアパレット用タブレット3台

(タブレット1台は既存のものにシステム導入)

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和

使用頻度

E匝1囚・リース (契約期問

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぽのNEXT ・ケアパレット)

●ほのぽのNEXTで介護保険請求業務・情報共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成・連絡帳作成を行う。

●ケアパレットで日々の介護記録・状態観察等を行う。

@双方が連動し、りアルタイムで情報の共有が可能になる。

5年 2月28日

利用者数

職員数

(常勤換算)

疋貝

30名

.

年

バイタルなど、同じ内容を様々な書類に何度も記入する必要がな

くなり、効率的に業務を遂行できるようになった。

業務日誌、連絡1娠などを記録システムで作成するととができるよ

うになり、書類作成時間の短縮につながっている。将来的にはぺ

ーパーレス化を図ることができると考えている。

情報共有について、端末で確認できるためにスムーズになった。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

11.8 人

.

月~

.

年

. 年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拒

否反応が見られるので、早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部門をまたいだ情報共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

もう少し操作に慣れたら、日々の記録を基に請求を行うようにし

ていきたい。

月)

.

.

書

記
入
者

業



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和 4年10月31日

年月日

令和 4年11月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月19日

令和 5年けヨ5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令和 5年1月27日

. 部門毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和5年2月1日

~令和 5年2月28日

@ ICT導入支援補助金交付決定

令和 5年3月1日

~令和 5年3月31日

. ICT機器等契約締結ψコージャパン)

.

令和 5年4月1日

機器導入・システム構築作業

J^

.

令和 5年5月1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

従事者

ノ"、、ノ

社長ほか4名

令和 5年6月 IH

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参加職員によるケアパレット説明会

開催(随H剖

ノ『、^

各事業所

1-2 名

UME準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. 連絡帳のケアパレット移行(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

@ バイタノレチェック表のケアパレット移行

(予定)

管理者他

1-2名参加

職員全員

職員全員

職員全員

職員全員

@
●

.

.

.

.



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

名

事業完了日(導入日)

有限会社IW0コーポレーション

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

グループホーム東陽館

【事業所番号:0670401231】

職・氏名

1言言舌稲・'・号

(介護予防)認知症対応型共同生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ノレ

ND ソフトウェアほのぽのNEXT

ケアパレット用タブレット2台

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

闇の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和

使用頻度

廊1因・リ (契約期問ース

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぽのNEXT ・ケアパレット)

●ほのぽの NEXTで介護保険請求業務・情報共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成を行う。

●ケアパレットで日々の介告董記録・状熊観察等を行う。

●双方が連動し、りアルタイムで情報の共有が可能になる。

5年 2月28日

利用者数

職員数

(常勤換算)

ケアパレット

定員

18瑠

. バイタルなど、同じ内容を様々な書類に何度も記入する彪、要がな

くなり、効率的に業務を遂行できるようになった。

業務日誌などを記録システムで作成することができるようにな

り、書類作成時間の短縮につながっている。将牙紬りにはぺーパー

レス化を図ることができると考えている。

伺一法人内での情報共有について、端末で確認できるためにスム

ーズになった。

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

.

13.4 人

月~

.

年

. 年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拒

否反応が見られるので、早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部門をまたいだ情報共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

もう少し操作に慣れたら、日々の記録を基に請求を行うようにし

ていきたい。

月)

.

.

事業 書
主
、

記
入
者



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和 4年10 打 31日

年月日

令和4年Ⅱ月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月19日

令和 5年1月5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令和 5年1月27日

. 部門毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和5年2月1日

~令和 5年2月28日

. ICT導入支援補助金交付決定

令和 5年3月1日

~令和 5年3月31日

@ ICT機器等契約締結ψコージャパン)

@

令和 5年4月1日

機器導入・システム構築作業

ノ'、、_J

.

令和 5年6月1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

従事者

ノ'、、J

村二長ほか4名

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参加職員によるケアパレット説明会

開催(1迦羽

各事業所

1-2 名

UME準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. バイタノレチェック表のケアパレット移行

(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

管理者他

1-2 名参加

職員全員

職員全員

職員全員

.

.

.

.

●
@



別記様式第7号

1 事業内容

事業実績

事

者

業

介護サービスの種類

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

所

記

事業完了日(導入日)

有限会社HY0コーポレーション

所属名

名

購入叉はりースの別

※該当する方に0を記入

地域ケアセンター東陽館

居宅介護支援事業所

【事業所番号:0670401504】

職・氏名

電話番号

メ

ICT導入支援事業用

居宅介護支援事業

使用状況

q吏用する業務

等)

ノレ

ND ソフトウェアほのぽのNEXT

ケアパレット用タブレット2台

令和

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すと

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

N邑1^・リース (契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うととが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぼの NEXT ・ケアパレット)

●ほのぼのNEXTで介護保険請求業務・情報共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成作成を行う。

●ケアパレットで日々の訪問時のモニタリング情報の記入等を行

つ。

●双方が連動し、りアルタイムで情報の共有が可能になる。

5年 2月28日

利用者数

ケアパレット

職員数

(常勤換算)

.

定員

70名

.

年

導入後の課題や次年度計画

の硫認等

同じ内容を様々な書類に何度も記入する必要がなくなり、効率的

に業務を遂行できるようになった。

業務日誌等を記録システムで作成するととができるようになり、

書類作成時間の短縮につながっている。将来的にはぺーパーレス

化を図ることができると考えている。

情報共有について、端末で確認できるためにスムーズになった。

2人

.

月~

.

年

.

月)

年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拒

否反応が見られるので、早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部門をまたいだ情報共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

書

入
者

業



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和 4年10月31日

年月日

令和 4年11月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月19日

令和5年1月5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令和 5年1円 27日

. 部門毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和5年2月1日

~令和 5年2打 28日

. ICT導入支援補助金交付決定

令和 5年3月1日

~令和 5年3月31日

. ICT機器等契約締結ψコージャパン)

.

令和5年4月1日

機器導入・システム構築作業

ノー、』ノ

.

令和 5年5月1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

従事者

i^

社長ほか4名

令和5年6月1日

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参力叫哉員によるケアパレット説明会

開催(随H調

J'、、.J

各事業所

1-2 名

UME準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. 連絡帳のケアパレット移行(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成するとと。

. バイタルチェック表のケアパレット移行

(予定)

管理者他

1・2名参加

職員全員

職員全員

職員全員

職員全員

.

.

.

.

●
@



呂1信副羨式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

者

導入した製品名・機器名

導入時期及ぴ台数

所

名

名

事業完了日(導入日)

有限会社HY0コーポレーション

所属名

1苛入又はりースの別

※該当する力に0を記入

デイサービス奏で館

【事業所番号:0670如1785】

職・氏名

電話番号

地域密着型通所介護・

通所型サービス(独自)

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ND ソフトウェアほのぽのNEXT ケアパレット

ケアパレット用タブレット4台

(タブレット1台は既存のものにシステム導入)

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すと

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和1

使用頻度

N亙1^・リース (契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うととが可能とな

つている介護ソフト楽(ほのぼのN翻XT ・ケアパレット)

●ほのぼの NEXTで介護保険請求業務・情報共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成・連絡帳作成を行う。

●ケアパレットで日々の介護記録・状態観察等を行う。

●双方が連動し、りアルタイムで情報の共有が可能になる。

5年 2 j1 2 8 H

利用者数

職員数

(常勤換算)

@

定員

18名

. バイタルなど、同じ内容を様々な書類に何度も記入する必要がな

くなり、効率的に業務を遂行できるようになった。

業務日誌、速絡帳などを記録システムで作成することができるよ

うになり、書類で阿戊1侍闇の短縮につながっている。将来的にはぺ

ーパーレス化を図ることができると考えている。

情報共有について、端末で砕認できるためにスムーズになった。

年

導入後の課題や次年度計画

の而寉言忍等

8.9 人

.

月~

.

午

. 年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拒

否反応が見られるのでY早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部門をまたいだ佶報共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

もう少し操作に慣れたら、日々の記録を基に請求を行うようにし

ていきたい。

月)

.

書

記
入
者

業



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和 4年10月31日

年月日

令和 4年11月1日

~令和 4年12 打 31日

令和 4年12月19日

令和5年1月5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令和 5年1月27日

. 部門毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和5年2児1日

~令和 5年2月28日

. ICT導入支援補助金交付決定

令和 5年3月1日

~令和 5年3月31日

@ ICT機器等契約締結ψコージャパン)

@

令和 5年4月1日

機器導入・システム構築作業

ノ'^

.

令和 5年5月1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

従事者

J'.^ノ

社長ほか4名

令和5年6打1日

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参加職員によるケアパレット説明会

開催(随H詞

ノー.、.ノ

各事業所

1-2 名

UME準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. 連絡帳のケアパレット移行(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業副'画書のスケジュールに合わせて作成すること。

. バイタルチェック表のケアパレット移行

(予定)

管理者他

1-2名参加

職員全員

職員全員

職員全員

職員全員

●
@

.

.

.

.



別記様式第7号

1 事業内容

事 業

事業実績

事

者

介護サ

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

所

ビスの種類

事業完了日(導入日)

有限会社HYO0-ポレーション

名

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

地域ケアセンター東陽館

小規模多機能ホーム

【事、業所番号:0690400064】

職・氏名

電話番号

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

(介護予防)小規模多機能型居宅介談

ノレ

ND ソフトウェアほのぼのNⅡXT

ケアパレット用タブレット2台

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和

使用頻度

匪1・リ (契約期間ース

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うととが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぼのNEXT・ケアパレッ 1→

●ほのぼのNEXTで介護保険請求業務・情報共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成・連絡帳作成を行う。

●ケアパレットで日々の介護記録・状態観察等を行う。

●双方が連動し、りアルタイムで情報の共有が可能になる。

5年 2月28日

利用者数

ケアパレット

職員数

(常勤換算)

登録定員

29名

.

年

バイタルなど、同じ内容を様々な書類に何度も記入する必要がな

くなり、効率的に業務を遂行できるようになった。

業務日誌、連絡帳などを記録システムで作成することができるよ

うになり、書類作成時問の短縮につながっている。将来的にはぺ

ーパーレス化を図ることができると考えている。

情報共有について、端末で確認できるためにスムーズになった。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

.

11.7 人

河~

.

年

. 年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拒

否反応が見られるので、早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部門をまたいだ情報共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

もう少し操作に慣れたら、日々の記録を基に請求を行うようにし

ていきたい。

打)

.

.

書

記
入
者

業



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和 4年10月31日

年月日

令和4年Ⅱ月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月19日

令和 5年1月5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令和 5年1月27日

. 部岡毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和5年2月1日

~令和 5年2月28日

命 ICT導入支援補助金交付決定

令和5年3月1日

~令和 5年3月31日

. ICT機器等契約締結ψコージャパン)

.

令和 5年4月1日

機器導入・システム構築作業

.

令和 5年5月1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

i-、、ノ

従事者

社長ほか4名

令和5年6月1日

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参加職員によるケアパレット説明会

開催(随H羽

ノ'^

各事業所

1-2 名

UME準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. 連絡帳のケアパレット移行(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

. バイタルチェック表のケアパレット移行

(予定)

管理者他

1・2名参加

職員全員

職員全員

職員全員

職員全員

.

.

.

.

●
@



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

ビスの種類

名

事業完了日(導入日)

有限会社11Y0コーポレーション

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

小規模多機能ホーム公園丸の内館

【事業所番号:0690400247】

職・氏名

電話番号

小規模多機能型居宅介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

ND ソフトウェアほのぽのNEXT ケアパレット

ケアパレット用タブレット2台

(タブレット1台は既存のものにシステム導入)

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和

使用頻度

N匝1^・リース (契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うととが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぼの NEXT ・ケアパレット)

●ほのぽのNEXTで介護保険請求業務・情報共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成・連絡帳作成を行う。

●ケアパレットで日々の介誰記録・状態観察等を行う。

●双方が連動し、りアルタイムで情報の共有が可能になる。

5年 2月28日

利用者数

職員数

(常勤換算)

登録定員

29名

.

年

バイタルなど、同じ内容を様々な書類に何度も記入する必、要がな

くなり、効率的に業務を遂行できるようになった。

業務日誌、連絡帳などを記録システムで作成することができるよ

うになり、書類作成時間の短縮につながっている。将来的にはぺ

ーパーレス化を図るととができると考えている。

情報共有について、端末で確認できるためにスムーズになった。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

12 人

.

月~

.

年

. 年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拒

否反応が見られるので、早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部門をまたいだ情報共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

もう少し操作に慣れたら、日々の記録を基に請求を行うようにし

ていきたい。

月)

.

.

書

記
入
者



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和 4年10月31日

年月日

令和4年Ⅱ月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月19日

令和5年1月5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令和 5年1月27日

@ 部門毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和 5年2月1日

~令和5年2月28日

. ICT導入支援補助金交付決定

令和 5年3月1日

~令和 5年3 河 31日

. ICT機器等契約締結ψコージャパン)

.

令和5年4月1日

機器導入・システム構築作業

ノ"、ーノ

.

令和5年5河1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

ノー、、_ノ

従事者

社長ほか4名

令和 5年6月1日

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参力叫哉員によるケアパレット説明会

開催(随時)

ノー.、,J

各事業所

1-2 名

UME準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. 連絡帳のケアパレット移行(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

. バイタルチェック表のケアパレット移行

(予定)

管理者他

1、2名参加

職員全員

職員全員

職員全員

職員全員

@
@

.

.

.

.



呂1信酎柴式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

導入した製県,名・機器名

導入時期及び台数

所

名

右

事業完了日(導入日)

有限会社HY0コーポレーシ"ン

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

小規模多機能ホームあら町ケアセンター

1事業所番号:0691500045】

職・氏名

1巨言舌老宇、号'

メ

ICT導入支援事業用

(介護予防)小規模多機能型居宅介護

使用状況

(使用する業務

等)

ND ソフトウェアほのぼのNEXT ケアパレット

ケアパレット用タブレット2台

(タブレット1台は既存のものにシステム導入)

ル

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や害類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和

使用頻度

匝1四 リース(契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うととが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぼの NEXT ・ケアパレット)

●ほのぽのNEXTで介護保険請求業務・情祁共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成・連絡1脹作成を行う。

●ケアパレットで日々の介護記飼く・状態観察等を行う。

●双方が連動し、りアルタイムで情報の共有が可能になる。

5年 2月2 8日

利用者数

職員数

(常勤換算)

登録定員

29名

.

年

バイタルなど、同じ内容を様々な書類に何度も記入する必要がな

くなり、効率的に業務を遂行できるようになった。

業務日誌、連絡帳などを記録システムで作成するととができるよ

うになり、書類作成時間の短縮につながっている。将来的にはぺ

ーパーレス化を図ることができると考えている。

情報共有について、端末で確認できるためにスムーズになった。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

16.9 人

.

月~

.

年

. 年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拒

否反応が見られるので、早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部門をまたいだ情祁共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

もう少し操作に慣れたら、日々の記録を基に請求を行うようにし

ていきたい。

月)

.

.

書

記
入
者



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和 4年10月31日

年月日

令和4年Ⅱ月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月19日

令和5年1月5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令和 5年1打 27日

. 部門毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和5年2月1日

~令和 5年2河 28日

. ICT導入支援補助金交付決定

令和5年3月1日

~令和 5年3月31日

. ICT機器等契約締結ψコージャパン)

令和 5年4月1日

. 機器導入・システム構築作業

ノ'^

.

令和 5年5打 1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

従事者

゛戸.、.ノ

社長ほか4名

令和5年6阿1日

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参力叫哉員によるケアパレット説明会

開催(随時)

ノー、、"゛

各事業所

1-2 名

UME準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. 連絡帳のケアパレット移行(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成するとと。

. バイタルチェック表のケアパレット移行

(予定)

管理者他

1-2名参加

職員全員

職員全員

職員全員

職員全員

命
●

.

.

.

.



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

券

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

ビスの種類

名

事業完了日(導入日)

有限会社HY0コーポレーション

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

小規模多機能ホームはなのまち

【事業所番号.0691500094】

職・氏名

電話番号

メ

ICT導入支援事業用

(介護予防)小規模多機能型居宅介護

使用状況

(使用する業務

等)

ND ソフトウェアほのぽのNEXT ケアパレット

ケアパレット用タブレット2台

(タブレット1台は既存のものにシステム導入)

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和

使用頻度

1再1^1・リース (契約期闇

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト瑠(ほのぽのNEXT ・ケアパレット)

@ほのぼのNEXTで介護保険請求業務・情報共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成・連絡帳作成を行う。

●ケアパレットで日々の介護記録・状態観察等を行う。

●双方が連動し、りアルタイムで情報の共有が可能になる。

5年 2月28日

利用者数

職員数

(常勤換算)

登録定員

25名

.

年

バイタルなど、同じ内容を様々な書類に何度も記入する必要がな

くなり、効率的に業務を遂行できるようになった。

業務日誌、連絡1脹などを記録システムで作成するととができるよ

うになり、書類作成時間の短縮につながっている。将来的にはぺ

ーパーレス化を図ることができると考えている。

情報共有について、端末で確認できるためにスムーズになった。

導入後の課題や次年度計画

の石便認、等

15 人

.

月~

.

年

. 年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拓

否反応が見られるので、早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部門をまたいだ情報共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

もう少し操作に慣れたら、日々の記録を基に話求を行うようにし

ていきたい。

河)

.

.

書

記

入
者



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和 4年10月31日

年月日

令和4年Ⅱ月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月19日

令和 5年1月5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令和 5年1月27日

@ 部門毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和5年2月1月

~令和 5年2月28日

. ICT導入支援補助金交付決定

令和5年3月1日

~令和 5年3月31日

. ICT機器等契約締結(りコージャパン)

@

令和5年4月1日

機器導入・システム構築作業

ノ'^

.

令和 5年5月1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

従事者

J"、、J

社長ほか4名

令和 5年6月1日

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参加職員によるケアパレット説明会

開催(随時)

i'^

各事業所

1・2 名

UME準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. 連絡帳のケアパレット移行(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成するとと。

. バイタルチェック表のケアパレット移行

(予定)

管理者他

1,2名参加

職員全員

職員全員

職員全員

職員全員

.

.

.

.

.

.



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

事業完了日(導入日)

名

有限会社HY0コーポレーション

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

グループホームすずな

【事業所番号:0691500102】

職・氏名

電話番号

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

(介護予防)認知症対応型共同生活介護

ノレ

ND ソフトウェアほのほのNEXT

ケアパレット用タブレット2台

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時聞が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和

匝1因・リ (契約期問ース

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぼのNEXT・ケアパレッ 1→

●ほのぽのNEXTで介護保険請求業務・情報共有業務・計画書作

成業務・業務日誌作成を行う。

●ケアパレットで日々の介護記録・状態観察等を行う。

●双方が連動し、りアルタイムで佶報の共有が可能になる。

5年 2月2 8日

利用者数

職員数

(常勤換算)

ケアパレット

定員

18 名

. バイタルなど、同じ内容を様々な書類に何度も記入する必要がな

くなり、効率的に業務を遂行できるようになった。

業務日誌などを記録システムで作成することができるようにな

り、書類作成時間の短縮につながっている。将来的にはぺーパー

レス化を図ることができると考えている。

同一法人内での情報共有について、端末で確認できるためにスム

ーズになった。

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

.

15.7 人

月~

.

年

. 年長者など、元来ICT機器に触れる機会が少ない職員からは拒

否反応が見られるので、早く使えるようになった職員が、そうい

つた職員をフォローする体制を構築したい。

部岡をまたいだ情報共有にはまだ至ってないため、今後の課題と

したい。

もう少し操作に慣れたら、日々の記録を基に請求を行うようにし

ていきたい。

月)

.

.

書

記
入
者



2 実施経過

令和 4年5月1日

~令和4年10月31日

年月日

令和 4年11月1日

~令和4年12月31目

令和 4年12月19日

令和 5年1月5日

ICT機器導入本部を設置

機種選定

令和 5年1月26日

~令矛U5年1月27日

. 部門毎のICT導入担当者選定

実施内容

令和5年2月1日

~令和 5年2月28日

@ ICT導入支援補助金交付決定

令和 5年3月1日

~令和 5年3月31日

. ICT機器等契約締結ψコージャパン)

.

令和5年4月1日

機器導入・システム構築作業

i"、、ノ

.

令和 5年6月1日

ND ソフトウェア職員によるケアパレット

説明会開催(各部門4回ずつ)

従事者

i-、』ノ

社長ほか4名

ケアパレット試験利用(従来業務と並行)

説明会参加職員によるケアパレット説明会

開催(随時)

各事業所

1-2 名

UM瓦準備

業務日誌のケアパレット移行(予定)

. バイタノレチェック表のケアパレット移行

(予定)

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

管理者他

1-2名参加

職員全員

職員全員

職員全員

@
●

.

.

.

.



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

有限会社キャットハンドサービス

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

あった家きゃっと

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

認知症対応型共同生活介護施設

メ

ICT導入支援事業用

ワイズマン記録ソフト

ル

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和5年

リース(契約期間購入

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情穀共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ワイズマン記録ソフト)

2月

利用者数

・日々の利用者様の介護記録

・予定や実績等の管理

・記録内容等の集計業務

職員数

(常勤換算)

2 2日

9

6

年

実際にシステムの運用を開始して間もなく、環境設定や操作に慣れる

ことが主となっているため、職員が効果を実感するまでには至ってい

ない。また、使用感等についてのアンケートにおいても「まだ良く分

からない」の回答が半数以上を占めていた。今後導入によって職員が

業務時問短縮などの実感につながるよう進めていきたい。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

・使用方法やデータ入力方法など慣れない部分については随時研修等

などで対応していく。

・導入によって生じる課題については現場職員と協議しながら使いや

すい方法を検討していく。

月)

書

記
入
者



2 実施経過

R4年7月1日

~R4年7月30日

年月日

R4年8月

~R4年8月

R4年8月

1日

26日

R4年9月

~N年10

現状把握と問題点抽出。導入ソフトの選定

29日

職員への導入ソフトの説明と意見の聴取、提出

書類の作成

R4年

1日

月31日

実施内容

事前協議書の提出

松月

N年2月

19日

導入に向けた担当者の整備や使用方法について

の確認

R5年2月器日

~R5年3月19日

器日

交付決定

ソフトの発注

R5年3月

ソフト納品

使用方法について研修会実施

N年3月

従事者

介護職員

管理部職員

加日

導入準備(基本設定等の整備、移行項目の選定、

使用方法についての確認等)

介護職員

管理部職員

加日

ソフト運用開始

管理部職員

実業報告書提出

介護職員

管理部職員

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

介護職員

管理部職員

メーカー職員

介護職員

管理部職員

介護職員

管埋部職員



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

記

名

有限会社キャットハンドサービス

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

デイサービスセンターキャット東泉

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

通所介護

メ

ICT導入支援事業用

ワイズマン記録ソフト

ル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

令和5年

購入 リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ワイズマン記録ソフト)

2月

利用者数

・日々の利用者様の介護記録

・予定や実績等の管理

・記録内容等の集計業務

2 2日

職員数

(常勤換算)

8

6

年

実際にシステムの運用を開始して間もなく、環境設定や操作に慣れる

ことが主となっているため、職員が効果を実感するまでには至ってい

ない。また、使用感等についてのアンケートにおいても「まだ良く分

からない」の回答が半数以上を占めていた。今後導入によって職員が

業務時間短縮などの実感につながるよう進めていきたい。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

・タブレットの使用方法やデータ入力方法など慣れない部分について

は随時研修等などで対応していく。

・導入によって生じる課題については現場職員と協議しながら使いや

すい方法を検討していく。

月)

書

入
者



2 実施経過

R4年7月1日

~R4年7月30日

年月日

R4年8月

~N年8月

N年8月

1日

26日

R4年9月

~R4年10

現状把握と問題点抽出。導入ソフトの選定

29日

職員への導入ソフトの説明と意見の聴取、提出

書類の作成

R4年

1日

月31日

実施内容

事前協議書の提出

口月

R5年2月

19日

導入に向けた担当者の整備や使用方法について

の確認

R5年2月22日

~N年3月19日

器日

交付決定

ソフトの発注

R5年3月

ソフト納品

使用方法について研修会実施

N年3月

従事者

介護職員

管理部職員

20日

導入準備(基本設定等の整備、移行項目の選定、

使用方法についての確認等)

介護職員

管理部職員

20日

ソフト運用開始

管理部職員

実業報告書提出

介護職員

管理部職員

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

介護職員

管理部職員

メーカー職員

介護職員

管理部職員

介護職員

管理部職員



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

有限会社キャットハンドサービス

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

デイサービスセンターキャット藤島

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

通所介護

メ

ICT導入支援事業用

ワイズマン記録ソフト

ル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

令和5年

購入 リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ワイズマン記録ソフト)

2月

利用者数

・日々の利用者様の介護記録

・予定や実績等の管理

・記録内容等の集計業務

2 2日

職員数

(常勤換算)

29

9

年

実際にシステムの運用を開始して闇もなく、環境設定や操作に慣れる

ことが主となっているため、職員が効果を実感するまでには至ってい

ない。また、使用感等についてのアンケートにおいても「まだ良く分

からない」の回答が半数以上を占めていた。今後導入によって職員が

業務時闇短縮などの実感につながるよう進めていきたい。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

・タブレットの使用方法やデータ入力方法など慣れない部分について

は随時研修等などで対応していく。

・導入によって生じる課題については現場職員と協議しながら使いや

すい方法を検討していく。

月)

書

記
入
者



2 実施経過

N年7月1日

~R4年7月30日

年月日

R4年8月1日

~R4年8月26日

R4年8月

R4年9月

~R4年10

現状把握と問題点抽出。導入ソフトの選定

29日

職員への導入ソフトの説明と意見の聴取、提出

書類の作成

R4年

1日

月31日

実施内容

事前協議書の提出

n月

R5年2月

19日

導入に向けた担当者の整備や使用方法について

の確認

R5年2月22日

~R5年3月19日

羽日

交付決定

ソフトの発注

R5年3月

ソフト納品

使用方法について研修会実施

N年3月

従事者

介護職員

管理部職員

加日

導入準備(基本設定等の整備、移行項目の選定、

使用方法についての確認等)

介護職員

管理部職員

20日

ソフト運用開始

管理部職員

実業報告書提出

介護職員

管理部職員

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

介護職員

管理部職員

メーカー職員

介護職員

管理部職員

介護職員

管理部職員



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

有限会社キャットハンドサービス

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

デイサービスセンターキャット遊佐

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

通所介護

メ

ICT導入支援事業用

ワイズマン記録ソフト

ル

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

令和5年

購入 リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ワイズマン記録ソフト)

2月

利用者数

・日々の利用者様の介護記録

・予定や実績等の管理

・記録内容等の集計業務

職員数

(常勤換算)

2 2日

78

10

年

実際にシステムの運用を開始して問もなく、環境設定や操作に慣れる

ことが主となっているため、職員が効果を実感するまでには至ってい

ない。また、使用感等についてのアンケートにおいても「まだ良く分

からない」の回答が半数以上を占めていた。今後導入によって職員が

業務時問短縮などの実感につながるよう進めていきたい。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 月)年

・タブレットの使用方法やデータ入力方法など慣れない部分について

は随時研修等などで対応していく。

・導入によって生じる課題については現場職員と協議しながら使いや

すい方法を検討していく。

書

記

入
者



2 実施経過

R4年7月1日

~R4年7月30日

年月日

N年8月1日

~N年8月26日

R4年8月

R4年9月

~R4年10

現状把握と問題点抽出。導入ソフトの選定

29日

職員への導入ソフトの説明と意見の聴取、提出

書類の作成

R4年

1日

月31日

実施内容

事前協議書の提出

松月

N年2月

19日

導入に向けた担当者の整備や使用方法について

の確認

R5年2月器日

~R5年3月19日

器日

交付決定

ソフトの発注

R5年

ソフト納品

使用方法について研修会実施

3月

N年

従事者

介護職員

管理部職員

20日

導入準備(基本設定等の整備、移行項目の選定、

使用方法についての確認等)

3月

介護職員

管理部職員

加日

ソフト運用開始

管理部職員

実業報告書提出

介護職員

管埋部職員

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

介護職員

管理部職員

メーカー職員

介護職員

管理部職員

介護職員

管理部職員



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

記

名

有限会社キャットハンドサービス

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

ホームヘルプサービスキャット

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

訪問介護

メ

ICT導入支援事業用

ワイズマン記録ソフト

ル

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

令和5年

購入 リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ワイズマン記録ソフト)

2月

利用者数

2 2日

職員数

(常勤換算)

予定や実績等の管理

記録内容等の集計業務.

75

16

年

実際にシステムの運用を開始して間もなく、環境設定や操作に慣れる

ことが主となっているため、職員が効果を実感するまでには至ってい

ない。また、使用感等についてのアンケートにおいても「まだ良く分

からない」の回答が半数以上を占めていた。今後導入によって職員が

業務時問短縮などの実感につながるよう進めていきたい。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

・使用方法やデータ入力方法など慣れない部分については随時研修等

などで対応していく。

・導入によって生じる課題については現場職員と協議しながら使いや

すい方法を検討していく。

月)

書

入
者



2 実施経過

R4年7月1日

~R4年7月30日

年月日

N年8月

~R4年8月

R4年8月

1日

26日

R4年9月

~R4年10

現状把握と問題点抽出。導入ソフトの選定

29日

職員への導入ソフトの説明と意見の聴取、提出

書類の作成

R4年

1日

月31日

実施内容

事前協議書の提出

n月

N年

We

導入に向けた担当者の整備や使用方法について

の確認

2月

N年2月器日

~R5年3月19日

器日

交付決定

ソフトの発注

N年3月

ソフト納品

使用方法について研修会実施

N年3月

従事者

介護職員

管理部職員

加日

導入準備(基本設定等の整備、移行項目の選定、

使用方法についての確認等)

介護職員

管理部職員

20日

ソフト運用開始

管理部職員

実業報告書提出

介護職員

管理部職員

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

介護職員

管理部職員

メーカー職員

介護職員

管理部職員

介護職員

管理部職員



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

今後はタブレットの習熟度を向上させるための勉強会を実施しつつ、

上記以外の介護記録(ケアの内容や経過、看護記録等も含む)も電子

化し、業務効率をさらに向上させていけるようにさせていきたい。

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名

導入時期及

名

名

医療法人社団悠愛会

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

介護老人保健施設メルヘン

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

・機器名

び台数

電話番号

介護老人保健施設

メ

ICT導入支援事業用

ND ソフトウェア:ほのぼの NEXT ・ care palette 6 ライセンス

Apple :ipad wi丘モデノレ 6 台

ノレ

使用状況

q吏用する業務

等)

.' 1
"ノノ

ー^J"ゞ

JJ

購入・リース(契約期間

令和 5年2月

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務Υ清報共有業務、詰求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ND ソフトウェアほのぽのNEXT)

利用者数

職員数

(常勤換算)

介護記録の電子化:バイタル(血圧、脈拍、体温)、入浴、食事量、

水分量、排池の5項目を紙媒体から電子化する

使用頻度:毎日の介護記録業務等に使用

2日

/

/

^

/ 1
j

^

100 名

81.フ

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

タブレットを利用し、バイタル(血圧、脈拍、体温)、入浴、食事量、

水分量、排池の5項目が電子化されたことにより、必要な情報がどの

パソコンからも確認することができ、情報共有や業務の効率化が図れ

るようになる。

月~ 年 月)

書

記
入
者

三
業

'
"
V
、

4
叉
、



2 実施経過

令和4年12月

年月日

令和5年1月

29日

令和 5年2月

令和5年

令和5年

18日

Apple ipad 6台納品

熊、

令和5年

令和6年

2日

ND ソフトウェア

2月

3月

2日~

31日

実施内容

令和 6年4月1日

~令和 7年3月31日

ND ソフトウェア

4月

3月

1日~

31日

操作方法の勉強会を実施し、タブレットを用いて、

上記5項目の電子化を進めていく。

Cal'e paleete

上記5項目の電子化の進捗状況にもよるが、操作方

法の勉強会を実施し、タブレットとパソコンを用い

て看介護記録(文章)の電子化を進めていく。

Care paleete

納品

入所者の介護記録データ全般を電子化し、多職種で電

子化したデータを共有し業務の効率化が図れるように

なる。

従事者

操作指導

無し

無し

ICT推進委員

4名

入所職員全員

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

入所職員全員

入所職員全員

婁
2

'
、
、



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

医療法人社団悠愛会

所属名

事業完了日(導入日)

職・氏名

介護老人保健施設あこがれ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

介護老人保健施設

メ

ICT導入支援事業用

ND ソフトウェア「ほのぼのNEXT

Apple ipad wi丘モテノレ 6台
/

W途環境整備及びLAN工事

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

i

、、

/

購入・リース(契約期間

气

令和 5年2月

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(ND ソフトウェアほのぼのNEXT)

利用者数

Care palette」 6 ライセンス

職員数

(常勤換算)

・介護記録の電子化:バイタル(血圧、脈拍、体温)、入浴、食事量、

水分量、排池の5項目を紙媒体から電子化する

・使用頻度:毎日の介護記録業務等に使用

月)

1日 ιV

100 名

72.7 名

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

タブレットを利用し、バイタル(血圧、脈拍、体温)、入浴、食事

量、水分量、排池の5項目が電子化されたことにより、必要な情報

がどのパソコンからも確認することができ、情報共有や業務の効率

化が図れるようになる。

ノ"^

X-

今後はタブレットの習熟度を向上させるための勉強会を実施しっ

つ、上記以外の介護記録(ケアの内容や経過、看護記録等も含む)

も電子化し、業務効率をさらに向上させていけるようにさせていき

たい。

月~ 年

書

記
入
者

、
ノ

シ
ー

、

/
嘉
X
气



2 実施経過

令和4年12月

年月日

令和5年1月

30日

令和5年2月

令和5年

令和5年

24日

APP]e ipad 6 台

、、

令和5年

令和6年

1日

ND ソフトウェア

2月

3月

1日~

31日

実施内容

令和6年4月1日

~令和 7年3月31日

納品

ND ソフトウェア

4月

3月

1日~

31日

操作方法の勉強会を実施し、タブレットを用いて、

上記5項目の電子化を進めていく。

納品Care paleete

上記5項目の電子化の進捗状況にもよるが、操作方

法の勉強会を実施し、タブレットとパソコンを用い

て看介護記録(文章)の電子化を進めていく。

操作指導Care pa]_eete

入所者の介護記録データ全般を電子化し、多職種で電

子化したデータを共有し業務の効率化が図れるように

なる。

従事者

無し

無し

ICT推進委員

3名

入所職員全員

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

入所職員全員

入所職員全員

宏
J

1
j

ノ
ι
.



別記様式第7号

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

アサヒサンクリーン株式会社

所属名

事業完了日(導入日)

あさひ介護支援センター新庄

【事業所番号:船71100329 】

職・氏名

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

居宅介護支援

メ

ICT導入支援事業用

【記入例】・介護ソフト名一式購入

介護ソフト CAREI【ARTEモバイル0P

タブレット端末 ipad第 9世代 3台

令和5年2月6日導入

ル

使用状況

q吏用する業務

等)

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

令和5年2月6日

リース(契約期聞

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(CARE1くARTE)

・使用する業務:モニタリング業務(支援経過、モニタリング表作

成、担当者会議議事録作成、被保険者証や負担割合証、薬の説明証

等の写真撮影等

・頻度:訪問時、毎回。

利用者数

職員数

(常勤換算)

83

3

゛劇呆険者証や負担割合証、薬の説明証等の写真撮影等、一度、お

預かりして事務所でコピーして再度訪問して戻すという業務時闇

が短縮できた。・訪問後、社用車の中で直ぐに記録業務をするこ

とができるようになり、事務所で入力する時問を短縮することがで

きるようになった。音声入力は開始を始めたぱかりとなっていま

す。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

年 月~ 年 月)

ipad での入力作業力汁貫れていない為、初期設定をクリアーしてし

まう等、操作エラーを起こしてしまう場面があり、都度、復旧のフ

オローが必要です。定期的な操作の習熟度と操作のフォローが必要

な状況で毎月の定例会議終了後、すすめていく予定です。

書

記
入
者



2 実施経過

令和4年Ⅱ月1日

~令和4年 n 月討日

年月日

令和 5年1月24日

~令和 5年2月3日

令和5年2月6日

令和 5年2月10日

業務の状況分析、導入・評価担当者選定等、

令和5年2月10日

~令和 5年3月8日

納品、本社システム課でソフトのインストール・設定作業

令和5年3月1日

~令和 5年3月8日

実施内容

事業所に到着、サイボウズ等、社内ネットワークシステム運用開始

(写真データ送付等)

ケアカルテリモートスタディ受講開始

ケアカルテ個別初期設定

ipad での CAN礁RTE運用開始、支援経過やモニタリング記録業務、

声入力、写真データ、動画データの運用開始等

意見聴収、状況確認と分析、使用状況調査等

従事者

従事者3名と導入推

進者]名

システム課担当4

名

管理課1名

従事者3名と導入推

進者1名

従事者3名と導入推

進者1名

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

従事者3名と導入推

進者1名

音


